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新校舎竣工
〜環境共生キャンパスの誕生〜

激動の時代を力強く生き抜いた女性
ハンサムウーマン・新島八重の生き方

神学部　小原 克博 ゼミ

モビリティ研究センター   佐藤 健哉  理工学部教授

　志高館とともに、10月29日に竣工。良心館は延床面積が
40,000㎡を超え、様々な施設を集積する。教室は91室あり、約
2,550㎡にも及ぶラーニング・コモンズ、ITサポートオフィス、食
堂、書籍部などが、より充実した学生生活を支える。今出川駅の
北改札口と直結しており、雨の日も傘を差さずに館内に入れる。
　1階ルーセントプラザでは、この場所から発掘された埋蔵文化
財を展示。ロビーの装飾ガラス意匠と4階外観に設えた面格子
には京唐紙の老舗｢唐長｣の紋様を用いるなど、空間・デザイン
面でも趣向を凝らしている。

表紙の情景［今出川キャンパス 良心館］

ANNOUNCEMENT  

MY JOB, MY LIFE  〜シリーズ 私と「仕事」〜  

MY PURPOSE

同志社の研究は今

ゼミ探訪 学びの時間

CAMPUS NEWS

INTERVIEW  〜同志社人訪問〜  

留学生紹介
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  特 集 1

  特 集  特 集 2

世界大学射撃選手権に出場した関西の大学射撃界第一人者
　　　～心理学を活かし、目指すはリオデジャネイロ五輪のメダル～　　岩崎 貴文さん 〈心理学部4年次生〉

大河ドラマ『八重の桜』主役 綾瀬はるかさんが来学／「新島八重」に関する企画展に同志社も協力／青森県
風間浦村で国際交流事業を開催／第5回世界学生環境サミットinスイス2012が開催／同志社ハリスフォー
ラム2012「スマートグリッド―未来の電力網」／同志社大学×京阪電車連携イベント「サークルステーショ
ンＩＮ三条」開催／第10回全日本学生フォーミュラ大会で総合成績3位に！／今年度の司法試験結果につ
いて／本学教員の執筆図書の紹介／文部科学省 平成24年度「グローバル人材育成推進事業」タイプA（全
学推進型）に採択／文部科学省 平成24年度「博士課程教育リーディングプログラム」に採択

・木田 琢仁さん（2000年 法学部卒業）
・河口 しげ子さん（2002年 工学部卒業）

株式会社ズノー
ジーワン調査部 チーフリサーチャー　喜多 あおいさんに聞く

スルタン・ルレジオウルさん（生命医科学研究科医生命システム専攻に在学）

CONTENTS
『ONE PURPOSE』は在学生・卒業生の皆さんとのコミュニケーションをはかることを目的として発行しています。
ささいなことでも結構ですので、どしどし広報課までご意見・情報をお寄せください。
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地
球
規
模
で
の

環
境
問
題
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、本
学
で
は

キ
ャ
ン
パ
ス
再
編

計
画
に
伴
う
キ
ャ

ン
パ
ス
整
備
に
あ

た
り
、よ
り
よ
い
環

境
品
質
・
性
能
の

建
築
物
を
で
き
る
限
り
少
な
い
環
境
負
荷
で
建
設
・

運
営
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。テ
ー
マ
は”
人
に
や
さ

し
く
・
地
球
に
や
さ
し
い「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル（
持
続

可
能
な
）」キ
ャ
ン
パ
ス“
の
実
現
。「
良
心
館
」、「
志
高

館
」と
も
に
、環
境
負
荷
の
低
減
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、そ
の
環
境
配
慮
技
術
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、環
境
マ
イ
ン
ド
の
教
育
・
啓
発
効
果
を
ハ
ー
ド
面

か
ら
強
化
し
た
。

　「
良
心
館
」で
取
り
組
ん
だ
の
は
、自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
・
熱
負
荷
低
減
に
よ
る
快
適
な
居
住
空

間
の
実
現
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
縮
減
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
採
用
、地
熱
や

雨
水
・
井
戸
水
な
ど
の
積
極
活
用
、自
然
採
光
・
自
然

換
気
の
促
進
。省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の

削
減
を
図
っ
て
い
る
。

　
一
方
、「
志
高
館
」で
は
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
を
重

視
。地
域
の
原
風
景
で
あ
る
烏
丸
通
に
面
し
た
桜
並

木
と
相
国
寺
の
杉
林
と
の
連
携
を
図
り
、サ
ン
ク
ン

ガ
ー
デ
ン
や
外
構
の
緑
化
に
努
め
た
。太
陽
光
発
電

や
屋
上
緑
化
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
や
セ
ン
サ
ー
制
御
な
ど
高
効
率
機
器
の
採
用

に
加
え
、構
造
強
度
の
確
保
や
自
由
度
の
高
い
設
計

な
ど
建
物
の
長
寿
命
化
を
実
現
し
た
。

良心館
今出川キャンパス

烏丸キャンパス

志高館

今出川キャンパス
良心館

今出川通

烏
丸
通

烏丸キャンパス
志高館

新
校
舎
竣
工

〜
環
境
共
生
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誕
生
〜
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ラーニング・コモンズ

パ
サ
ー
ジ
ュ
サ
ピ
エ
ン
テ
ィ
ア

ルーセントプラザ

ラウンジ

ラウンジ

コンビニ
ブック
＆

ショップ

トラベル
＆

サービス

食堂

サンクンモール

今出川キャンパス教務センター

サンクンモール

ラーニング・コモンズ

5階

4階

3階

2階

1階

地下1階

　
約
7
0
0
席
、約
3
0
0
席
、約
2
3
0
席
と
、

規
模
の
異
な
る
特
別
教
室
が
計
3
室
あ
る
。内
装

材
に
は
す
べ
て
天
然
木
を
採
用
し
、落
ち
着
い
た

雰
囲
気
を
漂
わ
せ
る
。一
般
授
業
で
の
利
用
の
ほ

か
、各
種
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
会
議
に
も
対
応
可

能
な
設
備
を

備
え
て
お
り
、

特
に
地
下
1
階

の
大
教
室
に
は

常
設
の
同
時
通

訳
用
ブ
ー
ス
が

4
室
設
置
さ

れ
、国
際
会
議

の
会
場
と
し
て

も
活
用
す
る
。

　
特
別
教
室
を
除
い
て
、

大
教
室（
約
4
0
0
席
）

9
室
、中
教
室（
約
2
0
0

席
）11
室
、小
教
室（
約
60

席
）14
室
、ゼ
ミ
室（
25
〜

40
席
）45
室
、情
報
教
室

5
室
の
教
室
を
配
置
。各

教
室
の
出
入
り
口
は
す

べ
て
引
き
戸
と

し
て
お
り
、
規

模
の
大
き
な
教
室
に
は
車
い
す
用
の
座

席
を
確
保
。バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応

し
て
い
る
。情
報
教
室
は
ス
ラ
イ
デ
ィ

ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
利
用
し
て
、最
大
9

室
に
分
割
可
能
だ
。

特
別
教
室

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

一
般
教
室

ル
ー
セ
ン
ト
プ
ラ
ザ

良 心 館
今 出 川 キャンパ ス

同志社の創立者・新島襄は「一国の良心とも謂ふべき人々を養成せん」と
して同志社大学の設立に奔走した。本学の教育の新たな出発点を象徴す
る校舎には、同志社の建学の精神である「良心」の言葉を用いて命名。

　
良
心
館
の
建
物

中
央
を
南
北
に
貫

く
吹
き
抜
け
の
大

空
間
。「
地
の
塩
、世

の
光
」の
よ
う
に

「
一
国
の
良
心
と
も

謂
う
べ
き
人
物
」

に
な
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
を
込
め
て
、

「
光
の
広
場
」と
つ

け
た
。文
・
法
・
経
済

の
各
学
部
・
研
究
科
事
務
室
、教
務
課
、免
許
資
格

課
程
セ
ン
タ
ー
事
務
室
が
1
フ
ロ
ア
に
入
っ
て
い

る「
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
教
務
セ
ン
タ
ー
」に
面
し

て
い
る
。

　
ル
ー
セ
ン
ト
プ
ラ
ザ
吹
き
抜
け
に
面
し
た
2
・

3
階
に
位
置
し
、両
フ
ロ
ア
を
合
わ
せ
た
床
面
積

は
約
2,
5
5
0
㎡
。日
本
最
大
級
の
規
模
で
あ

る
。2
階
は『
交
流
と
相
互
啓
発
の
空
間
』と
し
て
、

シ
ー
ン
ご
と
に
区
画
を
変
更
で
き
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ト（
約
1
8
0
㎡
）、国
際
交
流
ス

ペ
ー
ス
、ダ
イ
ナ
ー
形
式
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
て

い
る
。3
階
は『
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
の
育
成
空

間
』と
し
て
、学
習
の
サ
ポ
ー
ト
カ

ウ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、グ
ル
ー
プ
学

習
コ
ー
ナ
ー
、マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ラ

ウ
ン
ジ
な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

運
用
開
始
は
来
年
4
月
で
、学
生

自
ら
が
主
体
的
に
授
業
外
学
習

を
行
う
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。

教室ゾーン

研究室ゾーン

学習ゾーン

福利厚生ゾーン

事務室ゾーン

その他

「今出川駅」連絡通路

N
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学生同士でコミュニケーションがとり
やすいよう学生ラウンジなど交流の
場を多数設置。

本学の国際拠点となることから、各国の
留学生に対応した設備として、トイレに
は礼拝前に手足を清められる場を設置。

3階

2階

1階

ラウンジ

ラーニング・ブリッジ

事務室

コンビニ＆カフェ

サンクンガーデン

オープン自習室

ラーニング・スタジオ

書庫

地下1階

特 集

　
志
高
館
で
、最
も
人
が
集
ま
る
中
心
空
間
。国
際

主
義
教
育
を
体
現
す
る
発
信
と
交
流
の
場
と
し

て
、様
々
な
使
い
方
を
想
定
し
て
い
る
。通
常
は
、ラ

ウ
ン
ジ
や
カ
フ
ェ
と
連
続
し
て
使
え
る
学
生
た
ち

の
憩
い
と
語
ら
い
の
場
。大
階
段
を
ス
テ
ー
ジ
や

客
席
に
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
空
間
と
す
る
こ
と
も
可

能
。ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
ラ

イ
ブ
発
信
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
る
。京
町

屋
に
お
け
る
中
庭

と
同
様
、光
や
風

な
ど
を
屋
内
に
取

り
込
み
、地
下
の

教
室
に
も
光
が
入

る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
る
。

　
サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン
の
東
側
正
面
に
ひ
と
き
わ

目
立
つ
ガ
ラ
ス
シ
リ
ン
ダ
ー
の
地
階
部
。日
常
的

に
は
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
そ
の
成
果
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、海
外
テ
レ
ビ
放
送
等
を
用
い
た
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
な
ど
の
演
習
授
業
に
使
う
。ゲ
ス
ト
を

招
い
て
、収
録
、ラ
イ
ブ
配
信
し
な
が
ら
行
う
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
や
対
談

の
会
場
と
し
て
も

利
用
で
き
る
。ま

た
、学
生
た
ち
が

動
画
コ
ン
テ
ン
ツ

を
作
成
し
た
り
、

ラ
ジ
オ
放
送
を
流

し
た
り
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

　
廊
下
・
階
段

は
休
憩
時
間

に
集
中
す
る
大

人
数
の
移
動
に

十
分
な
幅
を

確
保
。中
廊
下

部
に
は
、光
ダ

ク
ト
で
屋
上
か

ら
自
然
光
を

取
り
入
れ
て
、

自
然
が
も
つ
快

適
性
を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
る
。床
は
歩
行
感

の
良
い
カ
ー
ペ
ッ
ト
仕
上
げ
。省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
対
応
し
て
、高
効
率
の
セ
ン
サ
ー
付
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
器
具
を
採
用
し
て
い
る
。

サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ス
タ
ジ
オ

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ブ
リ
ッ
ジ

廊
下
・
階
段

志 高 館
烏 丸 キャンパ ス

館名は、新島襄が記した『同志社大学設立ヲ要スル主意』の文中の言葉
を用いて命名。新島の高い「志」によって誕生した同志社の門をくぐる
学生が、自ら抱く「志」をより高めてほしいという願いを込めた。

　
２
階
の
北
側

に
教
員
研
究
室
、

南
側
に
大
学
院

生
の
共
同
研
究

室
を
配
置
。北
と

南
を
往
来
す
る

た
め
、サ
ン
ク
ン

ガ
ー
デ
ン
上
空

に
ブ
リ
ッ
ジ
を

架
け
た
。窓
際
に

は
ハ
イ
カ
ウ
ン

タ
ー
と
腰
か
け

用
の
バ
ー
を
設
け
、サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ

ン
を
眺
め
な
が
ら
歓
談
で
き
る
空
間

と
し
た
。

新 校 舎 竣 工
　　〜環境共生キャンパスの誕生〜

教室ゾーン

研究室ゾーン

学習ゾーン

福利厚生ゾーン

事務室ゾーン

その他
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1
8
4
5（
弘
化
2
）年
11
月
、八
重
は
会
津
藩

の
山
本
権
八
と
佐
久
夫
妻
の
三
女
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。砲
術
師
範
の
家
柄
と
あ
っ
て
か
、幼
い
頃

か
ら
男
勝
り
の
気
性
だ
っ
た
八
重
は
、戊
辰
戦
争

で
会
津
が
戦
場
に
な
る
と
、断
髪
・
男
装
し
、会
津
・

鶴
ヶ
城
に
籠
城
し
ま
し
た
。自
ら
最
新
の
ス
ペ
ン

サ
ー
銃
を
手
に
、最
初
の
夫
・
川
崎
尚
之
助（
戊
辰

戦
争
前
に
結
婚
し
た
が
、開
城
後
に
離
別
）と
と
も

に
奮
戦
し
ま
し
た
が
、無
念
の
敗
北
。弟
・
三
郎
と

父
・
権
八
を
戦
で
失
い
ま
す
。

　
会
津
藩
の
敗
戦
か
ら
3
年
後
の
1
8
7
1（
明

治
4
）年
、26
歳
の
八
重
は
、京
都
府
顧
問
と
な
っ

て
い
た
兄
・
山
本
覚
馬
を
頼
っ
て
京
都
の
地
を
踏

み
ま
す
。そ
こ
で
の
生
活
の
中
で
、国
禁
を
犯
し
て

渡
米
、10
年
に
お
よ
ぶ
海
外
生
活
を
終
え
て
帰
国

し
、キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
学
校
創
設
に
奔
走
し
て

い
た
新
島
襄
と
出
会
い
ま
す
。2
人
は
1
8
7
5

（
明
治
8
）年
10
月
に
婚
約
。襄
が
ア
メ
リ
カ
の
養

母
、Ａ
・
Ｈ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
人
へ
の
手
紙
で「She 

is a person w
ho does handsom

e

」
と
、
八
重

の
見
た
目
で
は
な
く
人
間
性
の
美
し
さ
を
書
き

激動の時代を力強く生き抜いた女性

ハンサムウーマン・
新島八重の生き方

2013年の大河ドラマに、会津若松市出身で同志社の創立者である新島襄

を支えた妻・八重を主人公とする「八重の桜」が決定。東北・福島に根付く

不屈の精神と、自らの強固な信念で人生を切り拓いていった八重の生き

方が、復興を目指す被災地の方々にとって少しでも希望の光となってほ

しい・・・本学もその企画意図に賛同し、ドラマ制作に全面協力しています。

義
の
た
め
に
生
き
た

女
の
生
涯

同
志
社
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
八
重
さ
ん
」

　
新
島
夫
妻
は
、妻
が
夫
を「
襄
」と
呼
び
、

夫
は
妻
の
こ
と
を「
八
重
さ
ん
」と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
創
立

者
・
新
島
襄
に
倣
っ
て
、呼
称
を「
八
重
さ

ん
」と
し
ま
し
た
。

送
っ
た
の
は
、こ
の
頃
の
こ
と
で
す
。

　
翌
年
1
月
3
日
に
、京
都
初
の
日
本
人
同
士

に
よ
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
式
の
結
婚
式
を
挙
げ

た
2
人
。欧
米
流
の
レ
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ス
ト
が

身
に
つ
い
て
い
た
夫
、男
勝
り
の
性
格
の
妻
、そ

の
関
係
を
ど
ん
な
に
世
間
が
罵
ろ
う
と
、八
重

は
ま
っ
た
く
動
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
学
を
設
置
す
る
た
め
に
東
奔
西
走
す
る
襄

を
支
え
続
け
た
八
重
で
す
が
、襄
は
志
半
ば
で

倒
れ
、1
8
9
0（
明
治
23
）年
１
月
に
八
重
の
腕

に
抱
か
れ「
グ
ッ
ド
バ
イ
、ま
た
会
わ
ん
」と
言
い

残
し
て
亡
く
な
り
ま
す
。

　
夫
の
死
後
、
日
本
赤
十
字
社
の
正
社
員
と

な
っ
た
八
重
は
、社
会
奉
仕
事
業
に
献
身
す
る

道
を
歩
み
ま
す
。篤
志
看
護
婦
と
し
て
日
清
戦

争
・
日
露
戦
争
に
従
軍
。こ
の
功
績
に
よ
り
、民
間

女
性
と
し
て
初
め
て
政
府
か
ら
叙
勲
を
受
け
、

日
本
赤
十
字
の
篤
志
看
護
婦
ら
の
地
位
向
上
に

努
め
ま
し
た
。ま
た
裏
千
家
の
指
導
者
と
な
り
、

茶
名「
新
島
宗
竹
」と
し
て
茶
道
の
普
及
に
貢
献

し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
1
9
3
2（
昭
和
7
）年
6
月
、寺
町
丸

太
町
上
ル
の
自
邸（
現
・
新
島
旧
邸
）で
86
年
の
生

涯
を
閉
じ
ま
す
。江
戸
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
と

移
り
変
わ
っ
た
激
動
の
時
代
を
全
力
で
生
き
抜

い
た
八
重
。そ
の
ハ
ン
サ
ム
な
生
き
方
は
、き
っ

と
現
代
の
日
本
を
、日
本
人
を
元
気
に
し
て
く

れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

新島八重略年表

1845年 11月3日、現在の会津若松市で父・山
本権八、母・佐久の間に誕生

西暦 出来事

1890年 1月、夫・新島襄死去。
4月、日本赤十字社正社員となる。

1896年 日清戦争での功労に対し、勲七等宝
冠章が授与される。

1868年 1月に戊辰戦争勃発。
8月、戦死した弟・三郎の服を着て
鶴ヶ城に籠城。落城の際、白壁に「明
日の夜は何国の誰かながむらん な
れし御城に残す月かげ」と刻む。

1865年頃 但馬出石藩出身で藩校日新館教授
だった川崎尚之助と結婚。

1871年

1872年

1875年

母、姪とともに兄・覚馬を頼って京都へ。

公立女学校のさきがけである女紅
場（現：京都府立鴨沂高等学校）で教
師となる。

10月15日に新島襄と婚約。

1932年 6月14日、急性胆のう炎のため永眠。
17日、同志社栄光館にて同志社社葬。

1876年 Ｊ・Ｄ・デイヴィスから洗礼を受け、
新島襄とプロテスタント式の結婚
式を挙げる。

結婚して間もない頃の新島襄・八重夫妻
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佐
伯
●
大
河
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、

注
目
を
集
め
て
い
る
新
島
八
重
で
す
が
、同
志
社

大
学
で
も
創
立
者
・
新
島
襄
の
妻
と
い
う
以
外
、

こ
れ
ま
で
は
多
く
の
人
に
知
ら
れ
る
存
在
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。清
野
さ
ん
は
八
重
さ
ん
を

主
人
公
に
漫
画
を
描
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、ど
う
い
う
印
象
を
持
た
れ
ま
し
た
か
。

清
野
●
私
が
八
重
さ
ん
の
こ
と
を
詳
し
く
知
っ

た
の
は
、今
年
２
月
、大
学
か
ら
漫
画
研
究
会
に

漫
画
制
作
の
お
話
を
い
た
だ
き
、そ
の
時
に
様
々

困
難
な
状
況
で
も

前
向
き
に
生
き
た
人

特 別
座談会

「
新
島
八
重
」に
寄
せ
る
想
い

新
島
八
重
を
創
立
者
・
新
島
襄
の
妻
で
あ
る
こ
と
以
上
に
知
っ
て
い
る
人
は
、学
内
で
も
そ
う
多
く
な
い
。ド
ラ
マ
化
さ
れ
る
こ
と
を
機
会
に
、八
重
と
関
わ
り
を
持
っ
た

学
生
の
目
を
通
し
て
、改
め
て
そ
の
人
間
像
や
生
き
方
に
ふ
れ
て
み
た
い
。新
島
襄
と
八
重
が
暮
ら
し
た
新
島
旧
邸
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

激動の時代を力強く生き抜いた女性
ハンサムウーマン・新島八重の生き方

特 集

な
資
料
を
見
た
の
が
初
め
て
で
す
。八
重
さ
ん
は

幾
度
と
な
く
苦
難
に
遭
い
ま
す
が
、決
し
て
挫
折

し
な
い
人
で
し
た
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
後
年
に
な
っ

て
も
後
ろ
向
き
な
こ
と
は
言
わ
ず
、ま
る
で
楽

し
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に
自
身
の
人
生
を
振
り

返
っ
て
い
ま
す
。そ
の
時
の「
戦
と
は
面
白
い
も

の
で
す
ね
」と
い
う
言
葉
が
、私
た
ち
が
漫
画
を

制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
決
め
た
テ
ー
マ
で
す
。ど

ん
な
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
も
前
向
き
に

生
き
る
、そ
ん
な
八
重
さ
ん
の
生
き
方
に
、読
ん

だ
人
た
ち
が
勇
気
づ
け
ら
れ
る
も
の
に
し
よ
う

と
い
う
の
が
一
番
の
目
標
で
し
た
。

佐
伯
●
制
作
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ
た

の
で
す
か
。

清
野
●
10
人
で
１
つ
の
漫
画
を
描
く
と
い
う
の

は
全
員
が
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
か
ら
、と
て
も

苦
労
し
ま
し
た
。手
分
け
し
て
八
重
さ
ん
関
連

の
資
料
を
読
み
込
み
、会
長
と
東
北
出
身
の
部

員
の
２
人
が
実
際
に
会
津
に
も
取
材
に
行
き
ま

し
た
。ま
ず
ど
ん
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
す
る
か
を
決

め
、人
物
デ
ザ
イ
ン
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
を

決
定
。人
物
ご
と
に
作
画
す
る
人
も
変
え
て
い
ま

す
。特
に
八
重
さ
ん
は
会
津
編
と
京
都
編
で
描
い

て
い
る
人
が
違
う
の
で
、違
和
感
が
な
い
よ
う
に

絵
柄
を
調
整
す
る
の
が
大
変
で
し
た
。

佐
伯
●
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
た
と
い
う
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
あ
れ

ほ
ど
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
作
品
が
完
成
し
た
の

で
す
ね
。小
島
さ
ん
は
八
重
さ
ん
と
同
じ
会
津
若

松
の
ご
出
身
。小
さ
い
頃
か
ら
八
重
さ
ん
の
こ
と

は
ご
存
じ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

福島県会津若松市出身。地元で今も

会津の人材育成の指針とされてい

る「什の掟」（子弟教育7カ条）を小学

校で学ぶ。卒業後は教員免許を取り

会津で教職に就きたいという。

小島 奈緒さん
【文学部文化史学科3年次生】

昨年10月、ゼミの授業の一環として

京都新聞の企画「@キャンパス」で

新島八重について調査し、記事を執

筆。ドラマ「八重の桜」の制作統括・

内藤愼介氏にもインタビューした。

吉川 雄大さん
【社会学部メディア学科3年次生】

所属する漫画研究会でマンガ「八重

物語」を制作。共同作業の中、自身は

伊東悌次郎のキャラクターデザイン

原案のほか、全編を通して登場人物

の衣装の色付けを担当。

清野 結衣さん
【法学部法律学科2年次生】

1984年学習院大学文学部史学科卒業、1989年東

京大学大学院総合文化研究科比較文学比較文

化専攻博士課程単位取得満期退学。学術博士。

メディアや文学における女性の描かれ方をテー

マに、明治から現代への流れを研究する。

佐伯 順子教授
【同志社大学大学院
        社会学研究科メディア学専攻教授】

1878年に竣工した襄と八重の私邸。京都市の有形文化財に指定されている。
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玄関右の洋間。当時の椅子やテーブルがそのまま置かれている。
教室、職員室、会議室など多目的に使われていた。

新
島
八
重
は

福
島
県
人
の
誇
り

進
取
の
精
神
と
自
分
の

信
念
を
貫
く
姿
勢

小
島
●
私
の
実
家
は
会
津
若
松
城（
鶴
ヶ
城
）の

近
く
で
、小
さ
い
頃
は
よ
く
遊
び
に
行
き
ま
し
た

し
、毎
年
お
花
見
も
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
八
重

さ
ん
の
生
家
は
、実
家
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。小
学
生
の
頃
か
ら
会
津
の

歴
史
に
ふ
れ
る
時
間
が
多
く
、八
重
さ
ん
に
つ
い

て
も
郷
土
学
習
の
中
で
知
り
ま
し
た
。住
み
慣
れ

た
会
津
を
出
て
京
都
に
来
た
八
重
さ
ん
。私
も

18
年
間
一
度
も
離
れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
会
津

か
ら
、一
念
発
起
し
て
京
都
に
来
ま
し
た
。そ
ん

な
共
通
点
も
あ
っ
て
、会

津
に
い
た
時
よ
り
も
、同

志
社
大
学
に
通
い
始
め

て
か
ら
親
近
感
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。言
葉
や
文

化
の
違
い
な
ど
、私
が
会

津
か
ら
京
都
に
来
て
感

じ
た
こ
と
は
、八
重
さ
ん

も
同
じ
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

佐
伯
●
同
志
社
で
学
ん
で
い
く
に
あ
た
っ
て
の

心
の
支
え
、共
感
の
よ
う
な
も
の
を
八
重
さ
ん
に

感
じ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
ね
。会

津
若
松
と
い
え
ば
、東
日
本
大
震
災
で
大
変
な
思

い
を
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

小
島
●
震
災
の
時
、私
は
京
都
に
い
て
、家
族
や

友
人
と
連
絡
が
取
れ
た
の
は
夜
に
な
っ
て
か
ら

佐
伯
●
吉
川
さ
ん
は
来
年
の
大
河

ド
ラ
マ
に
関
し
て
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
制

作
統
括
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
な

ど
、様
々
な
調
査
を
さ
れ
た
の
で

す
ね
。そ
の
結
果
、新
島
八
重
と
い

う
人
物
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
か
。

吉
川
●
調
査
を
通
し
て
感
じ
た

の
は
、八
重
さ
ん
の
持
つ「
進
取
の

精
神
」で
す
。周
り
が
し
て
い
な

く
て
も
、た
と
え
自
分
１
人
だ
と

し
て
も
、や
る
と
決
め
た
こ
と
は

進
ん
で
や
る
。１
人
だ
け
違
う
こ

と
を
す
る
の
は
難
し
く
、と
て
も

勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。集
団
で

行
動
す
る
傾
向
に
あ
る
日
本
で

で
し
た
。会
津
は
内
陸
な
の
で
津
波
の
心
配
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、原
発
事
故
の
影
響
が
心
配
で

し
た
。地
震
の
後
、よ
う
や
く
実
家
に
帰
れ
た
の

は
８
月
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。今
、会
津
の
町
の

様
子
を
見
て
も
、一
見
す
る
と
普
通
の
生
活
が
で

き
て
い
ま
す
。た
だ
、帰
省
の
度
に
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
各
地
点
の
放
射
線
測
定
値
が
発
表
さ
れ
る

の
を
見
る
と
、状
況
の
深
刻
さ
を
感
じ
ま
す
。最

近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
修
学
旅
行
生
や
観
光
客

の
方
が
、ま
た
会
津
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。今『
フ
ク
シ
マ
』か
ら
連
想
さ
れ

る
の
は
、地
震
や
原
発
事
故
と
い
っ
た
暗
い
話
題

ば
か
り
。も
ち
ろ
ん
震
災
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
な
い
の
で
す
が
、大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」を

き
っ
か
け
に
本
当
の
福
島
、会
津
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

吉
川
●
僕
の
母
も
福
島
県
生
ま
れ
な

の
で
、「
こ
の
よ
う
な
形
で
１
年
間
、

八
重
さ
ん
の
物
語
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、福
島
の
人
間
に
と
っ
て

誇
り
だ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。福
島

の
原
発
事
故
と
戊
辰
戦
争
で
の
会

津
藩
の
悲
劇
は
重
な
る
も
の
が
あ
る

そ
う
で「
福
島
県
人
の
内
に
秘
め
た
底
力
が
あ

れ
ば
、絶
対
こ
の
困
難
に
も
立
ち
向
か
え
る
」と

常
々
口
に
し
て
い
ま
す
。

は
多
く
の
人
が
主
流
派
に
拠
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、八
重
さ
ん
は
マ
イ
ナ
ー
で
も
自
分
が
信

じ
る
道
を
選
び
ま
し
た
。少
数
派
に
な
る
の
を
厭

わ
な
い
精
神
は
な
か
な
か
持
て
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

佐
伯
●
私
は
八
重
さ
ん
の
生
き
様
は
現
代
社
会

に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、清
野
さ
ん
は
漫
画
を
描
き
な
が
ら
今
の
女
性

の
参
考
に
な
る
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

清
野
●
私
も
吉
川
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、八
重
さ

ん
は
周
囲
の
目
が
ど
う
で
あ
れ
、自
分
の
し
た
い

こ
と
を
貫
き
通
し
た
女
性
だ
と
感
じ
ま
し
た
。現

代
は
他
人
か
ら
見
て
違
和
感
を
持
た
れ
た
く
な

い
と
い
う
思
い
が
先
行
し
て
、自
分
の
し
た
い
こ

と
を
で
き
ず
に
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。漫
画
に
も
描
い
た
の
で
す
が
、徳

富
猪
一
郎（
後
の
蘇
峰
）に「
鵺（
ぬ
え
）の
よ
う
な

女
」と
非
難
さ
れ
て
も
、八
重
さ
ん
は
着
物
に
帽

子
と
靴
を
合
わ
せ
る
ス
タ
イ
ル
を
変
え
ま
せ
ん

で
し
た
。他
人
に
ど
う
思
わ
れ
よ
う
と
気
に
せ
ず

に
自
分
の
信
念
を
貫
く
と
い
う
こ
と
は
、女
性
に

限
ら
ず
、日
本
人
に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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八重が愛用していたオルガン。
足元のペダルを交互に踏み込むことで音が出る。

台所は土間形式ではなく、
床板の上に流しを置いて
いる。井戸が室内にあるの
も特徴の１つ。

同
志
社
精
神
に

息
づ
い
て
い
る

新
島
八
重
の
思
い

「
八
重
の
桜
」の
支
援
・
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

１
つ
と
し
て
制
作
さ
れ
た”
入
門
編“
の
冊
子
。マ

ン
ガ
で
読
む「
八
重
物
語
」も
収
録
。八
重
の
ミ
ニ
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
、新
島
襄
・
八
重
夫
妻
ゆ
か
り
の
京
都

案
内
な
ど
、こ
れ
が
あ
れ
ば
ド
ラ
マ
が
よ
り
楽
し

め
ま
す
。学
内
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
手

に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」を

よ
り
楽
し
む
た
め
に

小
島
●
八
重
さ
ん
は

流
れ
て
く
る
も
の
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ

る
の
で
は
な
く
、主

体
は
い
つ
も
自
分
と

い
う
印
象
が
あ
り

ま
す
。困
難
に
遭
遇

し
た
り
何
か
に
悩
ん

だ
り
し
た
時
、立
ち

返
る
も
の
は
小
さ
い

時
か
ら
の
親
の
教
え

や
、私
な
ら
会
津
の

歴
史
か
ら
学
ん
だ
こ

佐
伯
●
新
島
八
重
と
い
う
人
物
を
知
っ
た
こ
と

で
、八
重
さ
ん
の
生
き
方
と
現
在
の
同
志
社
大

学
、ご
自
身
の
生
き
方
で
つ
な
が
り
を
感
じ
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

吉
川
●
八
重
さ
ん
は
新
島
襄
と
結
婚
す
る
前
の

日
に
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
ま
し
た
。そ
れ

は
決
し
て
押
し
付
け
ら
れ
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
は
ず
で
す
。自
分
の
中
の
根
本
に
あ
る
性
質
は
、

押
し
付
け
ら
れ
て
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。キ
リ
ス
ト
教
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
精
神
を
教
育
に
生
か
す
と
い
う
の
が
同
志
社

大
学
の
教
育
理
念
。そ
れ
が
自
由
な
校
風
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
人
生
の
節
目

で
悩
ん
だ
時
に
は
、き
っ
と
八
重
さ
ん
の
生
き
方

が
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

清
野
●
大
学
に
入
る
ま
で
は
冒
険
を
す
る
の
が
怖

く
て
安
全
な
道
を
選
ん
で
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、

八
重
さ
ん
が
女
性
ら
し
く
な
い
と
批
判
さ
れ
て
も

自
分
の
道
を
貫
き
通
し
た
の
を
知
り
、自
分
の
人

生
な
の
だ
か
ら
自
分
の
信
念
を
曲
げ
ず
に
、時
に

は
冒
険
を
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。八
重
さ
ん
の
よ
う
に
力
強
く
柔
軟
で

ユ
ー
モ
ア
も
あ
り
、困
難
す
ら
楽

し
め
る
く
ら
い
の
勢
い
で
何
事

に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
よ

う
な
女
性
に
な
り
た
い
で
す
。

佐
伯
●
明
治
時
代
は
四
民
平
等

で
進
歩
し
た
時
代
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、実
は
男
尊
女
卑

的
な
考
え
方
も
強
か
っ
た
の
で

す
。近
代
化
が
進
む
中
で
、女
性

の
本
分
は
家
庭
に
い
て
家
事
や

育
児
を
す
る
こ
と
だ
、陰
で
夫

を
支
え
る
こ
と
が
女
性
の
役
割

だ
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
た

時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。女
性

は
つ
つ
ま
し
や
か
で
お
と
な
し
い
の
が
日
本
古
来

の
伝
統
で
あ
る
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
が
、決
し
て

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
代
に
、マ
イ

ナ
ー
な
存
在
と
し
て
非
難
さ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な

い
女
性
の
向
上
心
や
自
己
主
張
を
失
わ
ず
に
生

き
続
け
た
の
が
新
島
八
重
な
の
で
す
。同
志
社
大

学
で
学
ぶ
皆
さ
ん
に
は
、新
島
襄
の
精
神
だ
け
で

は
な
く
、そ
う
し
た
新
島
八
重
の
精
神
も
学
ん
で

卒
業
し
て
い
た
だ
き
た
い
。新
島
襄
と
八
重
の
夫

婦
の
あ
り
方
、篤
志
看
護
婦
と
し
て
活
躍
し
た
人

へ
の
や
さ
し
さ
、

兄
を
介
助
し
た
ケ

ア
の
心
、
豊
か
な

人
間
性
、そ
れ
ら

す
べ
て
が
同
志
社

精
神
に
息
づ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と

を
自
覚
し
、卒
業

後
も
社
会
の
中

で
生
か
し
て
い
た

だ
き
た
く
思
い
ま

す
。皆
さ
ん
、本
日

は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

激動の時代を力強く生き抜いた女性
ハンサムウーマン・新島八重の生き方

特 集
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小
原 

克
博
【
神
学
部
教
授
】

　
同
志
社
創
立
以
来
の
神
学
研
究
機
関
で
あ
る
神

学
部
。学
際
的
・
総
合
的
な
見
地
か
ら
、建
学
の
精
神

で
も
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
研
究
を
柱
に
、現
在
は
イ
ス

ラ
ー
ム
、ユ
ダ
ヤ
教
に
も
研
究
の
対
象
を
拡
大
。牧

師
、教
師
は
も
と
よ
り
、企
業
人
か
ら
芸
術
家
ま
で
、

輩
出
し
た
人
材
は
驚
く
ほ
ど
幅
広
い
。特
徴
は
１
学

年
が
70
〜
80
人
と
少
人
数
で
、学
生
同
士
の
親
密
度

が
高
く
、教
員
と
学
生
の
距
離
が
近
い
こ
と
だ
。ま
た

特
定
の
宗
派
の
牧
師
を
養
成
す
る
だ
け
の
学
部
で

は
な
い
た
め
、ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
必
要
は
な
い
。

　「
現
代
社
会
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
幅
広
く
理
解

す
る
中
で
、学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
を
明
確
に
し
、

自
ら
設
定
し
た
テ
ー
マ
に

つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
て

い
く
こ
と
が
目
標
で
す
」

　
小
原
克
博
教
授
が
こ
う

語
る
よ
う
に
、ゼ
ミ
全
体
の

テ
ー
マ
は「
組
織
神
学
」（
キ

リ
ス
ト
教
神
学
の
過
去
・

現
在
・
未
来
）だ
が
、ゼ
ミ
生

1
人
ひ
と
り
が
取
り
上
げ

て
い
る
の
は
、文
学
、動
物
、中
国
、ワ
イ
ン
…
、”
キ

リ
ス
ト
教“
や”
宗
教“
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
と
は

い
え
、関
連
す
る
題
材
は
千
差
万
別
だ
。こ
の
日
発

表
し
た
3
人
も
、斎
藤
佳
子
さ

ん
が「『
沈
黙
』に
お
け
る
遠
藤

周
作
の
キ
リ
ス
ト
教
理
解
」、小

澤
時
乃
さ
ん
が「
動
物
に
対
す

る
人
間
中
心
主
義
」、中
国
か
ら

の
留
学
生
、徐
珊
珊
さ
ん
は「
差

別
問
題
に
対
す
る
教
会
へ
の
懸

念
」と
し
て
、中
国
の
キ
リ
ス
ト

教
教
会
が
抱
え
る
差
別
問
題
や

政
府
の
教
会
弾
圧
な
ど
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

　「
こ
の
ゼ
ミ
は
卒
業
論
文
を

書
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
て
、

3
人
の
発
表
は
そ
れ
ぞ
れ
の
卒

論
の
結
論
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
ま
す
。ゼ
ミ
を
通
し
て
学

生
に
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
の
は
、ま
ず
文
章
力
。

そ
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
能
力
で
す
。一
般

社
会
で
通
用
す
る
表
現

力
と
し
て
、そ
の
2
つ
の

力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
基
本
方
針
で
す
。と

に
か
く
力
を
つ
け
る
に

は
、自
分
の
好
き
な
こ
と
を
存
分
に
や
る
と
い
う
こ

と
が
大
事
で
す
か
ら
、こ
ち
ら
か
ら
規
制
す
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
」と
、小
原
教
授
は
言
う
。

　
小
原
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
は
17
人
。そ
の
中
に
は

4
年
次
生
だ
け
で
な
く
3
年
次
生
も
含
ま
れ
る
。

3
年
次
で
卒
論
制
作
に
向
け
て
の
準
備
を
始
め
、

先
輩
が
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
を
間
近
に

見
な
が
ら
4
年
次
に
上
が
っ
て
い
く
。4
年
次
生

の
就
職
活
動
の
様
子
や
就
活
と
勉
強
を
両
立
さ
せ

る
姿
を
3
年
次
で
見
る
意
義
も
大
き
い
。2
学
年

が
と
も
に
学
ぶ
ゼ
ミ
は
、学
生
数
が
少
な
い
神
学

部
の
特
徴
だ
。

　
さ
ら
に
神
学
部
の
場
合
は
、2
年
次
の
終
わ
り

か
3
年
次
で
全
員
を
ど
こ
か
の
ゼ
ミ
に
振
り
分
け

る
仕
組
み
が
な
い
。学
年
に
関
係
な
く
、ど
の
ゼ
ミ

で
も
自
由
に
取
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
も
、自
由

度
を
最
大
限
に
保
つ
と
い
う
神
学
部
ら
し
い
伝
統

か
ら
き
て
い
る
。

　「
自
由
は
、良
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、一
方
で
ゼ
ミ

を
取
ら
な
か
っ
た
り
、

真
剣
に
参
加
し
な
か
っ

た
り
す
る
場
合
、自
分

の
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ

な
が
ら
な
い
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。そ
の
点
、こ
の
ゼ
ミ

は
私
の
指
導
の
下
に
卒

論
を
書
く
と
い
う
意
思

を
明
確
に
し
た
人
に
限

定
し
て
登
録
を
許
可
し

て
い
ま
す
。そ
う
い
う

意
味
で
は
、神
学
部
の

中
で
も
一
番
門
戸
の
狭

い
ゼ
ミ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
」

　
小
原
教
授
が
そ
う
言
う
と
、全
員
が
大
き
く
頷
き

な
が
ら
笑
っ
た
。

　
学
生
た
ち
に
、ま
ず
神
学
部
を
選
ん
だ
理
由
を

聞
い
た
。

　「
関
西
学
院
大
学
に
も
神
学
部
は
あ
り
ま
す
が
、

キ
リ
ス
ト
教
し
か
勉
強
で
き
な
い
。同
志
社
大
学

の
神
学
部
は
キ
リ
ス
ト
教
に
限
ら
ず
広
域
に
学
べ

ま
す
か
ら
」と
言
う
中
西
啓
太
さ
ん
と
同
様
、植
月

裕
也
さ
ん
も
既
成
の
枠
の
中
に
収
ま
ら
な
い
学
び

の
自
由
さ
を
理
由
に
挙
げ
た
。「
神
学
部
は
1
年
次

に
必
修
科
目
が
1
つ
だ
け
な
の
で
す
。そ
の
他
は

ま
っ
た
く
の
自
由
で
、こ
れ
が
学
び
た
い
と
い
う

ゼ ミ 探 訪  学 び の 時 間

神
学
部

小
原 

克
博 

ゼ
ミ

生
涯
の
基
礎
力
と
な
る

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」と「
文
章
力
」を
養
う
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も
の
を
集
め
れ
ば
、自
分
だ
け
の
学
部
を
つ
く
れ
て

し
ま
う
く
ら
い
」と
、横
田
麗
さ
ん
も
自
由
さ
に
魅

力
を
感
じ
た
と
話
す
。

　
神
学
部
は
宗
教
を
通
し
て
世
界
と
も
つ
な
が
る
。

「
外
国
の
人
た
ち
は
日
本
人
と
違
っ
て
信
仰
心
を

持
っ
て
い
る
の
が
当
た
り
前
。外
国
人
と
関
わ
る
こ

と
に
興
味
が
あ
る
の
で
、宗
教
を
学
ぶ
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
た
」と
言
う
の
は
日
高
由
梨
さ
ん
だ
。

　
さ
ら
に
神
学
部
で
は
、2
0
0
0
年
以
降
、イ
ス

ラ
ー
ム
と
ユ
ダ
ヤ
教
も
学
べ
る
よ
う
に
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
拡
大
し
、ア
ラ
ビ
ア
語
に
関
連
す
る
科
目

も
増
加
。外
国
語
大
学
並
み
に
語
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
充
実
し
た
。「
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
福
祉
に
関

心
を
持
っ
て
入
っ
た
が
、今
は
イ
ス
ラ
ム
思
想
が

専
門
に
な
っ
て
い
る
」と
い
う
山
本
直
輝
さ
ん
は
、

１
年
間
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン

ブ
ー
ル
に
留
学
し
た
経
験
を

持
ち
、英
語
、ア
ラ
ビ
ア
語
と
ト

ル
コ
語
が
話
せ
る
。

　
今
年
6
月
、小
原
教
授
が

セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
一
神

教
学
際
研
究
セ
ン
タ
ー
が「
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
和

解
と
平
和
構
築
」を
テ
ー
マ
に

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
た
。そ
の
際
、山
本
さ
ん
は

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
活
躍
。

「
タ
リ
バ
ー
ン
の
方
た
ち
も
来

て
い
て
、ア
ラ
ビ
ア
語
で
話
を

し
ま
し
た
。彼
ら
と
日
本
庭
園

で
団
子
を
食
べ
て
お
茶
を
飲

ん
だ
の
で
す
が
、お
そ
ら
く
神

学
部
に
入
っ
て

い
な
け
れ
ば
経

験
で
き
な
か
っ

た
こ
と
で
す
」と

言
う
。

　
神
学
部
に

入
っ
て
得
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、

田
村
奈
々
さ
ん

も「
信
仰
に
支
え

ら
れ
て
い
る
人

の
存
在
や
、国
を
超
え
て
同
じ
神
様
を
信
仰
し
て
い

る
と
い
う
事
実
を
実
際
に
見
た
り
感
じ
た
り
し
た

こ
と
で
、偏
見
や
バ
イ
ア
ス
が
取
れ
て
価
値
観
が
広

が
り
ま
し
た
」と
語
っ
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
て
く
れ
た
の
は
全
員
4
年

次
生
。進
路
も
気
に
な
る
。

　
横
田
さ
ん
は
航
空
会
社
の
グ
ラ
ン
ド
ス
タ
ッ
フ
。

竹
村
絵
美
さ
ん
は
言
語
聴
覚
士
を
目
指
し
、大
学
卒

業
後
、さ
ら
に
2
年
間
医
療
系
の
学
校
へ
通
う
と
い

う
。靴
の
部
品
メ
ー
カ
ー
に
内
定
し
て
い
る
と
い
う

小
澤
さ
ん
は
、「
中
小
企
業
な
の
で
す
が
、倫
理
観
、

価
値
観
に
共
感
が
持
て
る
会
社
だ
っ
た
の
で
」と
、

決
め
た
理
由
を
話
す
。

　
神
学
部
の
1
・
2
年
次
生
、こ
れ
か
ら
神
学
部
に

入
ろ
う
と
考
え
て
い
る
高
校
生
に
、素
材
メ
ー
カ
ー

へ
の
入
社
が
決
ま
っ
て
い
る
植
月
さ
ん
の
次
の
言

葉
は
頼
も
し
い
。

　「
神
学
部
と
い
う
だ
け
で
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
。ゼ
ミ
で
鍛
え
た
プ
レ
ゼ
ン
能
力
を
生
か
し
、自

分
が
何
を
や
っ
て
き
た
の
か
を
し
っ
か
り
伝
え
ら

れ
れ
ば
、神
学
部
卒
は
大
き
な
武
器
に
な
り
ま
す
」

　
就
職
に
つ
い
て
、最
後
に
小

原
教
授
が
語
る
。

　「
特
に
こ
の
業
界
に
強
い
と

い
う
も
の
は
な
く
、一
般
的
な

文
系
学
部
と
同
じ
で
す
。学
生

に
は
社
会
に
出
て
行
く
上
で

必
要
な
基
礎
力
を
、大
学
時
代

に
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
。社
会
に
出
た
後
の
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、会
社
の
中

で
役
に
立
つ
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、一
生
涯
使
え
る
力
を
養
う

こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。人
前

で
話
す
力
、文
章
を
書
く
力
と

い
う
の
は
ど
の
会
社
に
行
っ
て

も
、場
合
に
よ
っ
て
は
会
社
を

辞
め
た
後
で
も
使
え
ま
す
。そ

れ
を
今
身
に
つ
け
る
か
、そ
れ

と
も
い
い
加
減
な
ま
ま
で
過
ご

す
か
で
、人
の
一
生
は
大
き
く

変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」
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佐藤 健哉【理工学部教授】

パーソナルモビリティによる
安全・快適な交通社会の実現を目指す

モビリティ研究センター

　ヒトの目が届かない死角にあるモノを検知し、その動きを予測して車に伝え、適切にコントロールしてアクシデントを未然に防ぐ――。
このような高い安全性が確保された交通環境の実現は、遠い将来のことではない。2011年4月に誕生した「同志社大学モビリティ
研究センター」は、安全かつ快適なナビゲーションシステム（センシング・制御）や情報通信の技術基盤を確立し、
新しい交通サービスを社会に普及させることを目指して設立された。理工系のみならず社会、政策、
経済をも含んだ学際的研究拠点である同センターの活動とその社会的役割などについて、
センター長の佐藤健哉理工学研究科情報工学専攻教授に聞いた。

　
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
て
い
る
先
進
諸
国
は

も
ち
ろ
ん
、自
動
車
交
通
の
発
達
に
伴
い
交
通
障

害
の
増
大
や
環
境
の
悪
化
が
進
む
発
展
途
上
国

に
お
い
て
も
、移
動
手
段（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）と
し
て

の
自
動
車
は
、新
た
な
認
識
や
考
え
方（
パ
ラ
ダ

イ
ム
）へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て

い
ま
す
。人
が
い
か
に
効
率
良
く
移
動
す
る
か
を

考
え
れ
ば
、そ
の
手
段
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

応
じ
て
、よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ

れ
て
い
き
ま
す
。そ
こ
で
は
複
数
の
小
型
の
移
動

機
器（
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
）が
相
互
に
連
携

し
、情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、外
部
環
境
か
ら

の
情
報
の
欠
如
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
そ
の
も
の
の
ト
ラ

ブ
ル
に
対
し
て
、安
全
で
的
確
に
対
応
す
る
高
い

信
頼
性
を
持
っ
た
技
術
基
盤
が
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。そ
の
重
要
な
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な
る
も

の
が
、近
年
急
速
に
進
展
し
て
い
る
情
報
通
信
に

関
す
る
様
々
な
技
術
革
新
で
す
。同
志
社
大
学
モ

ビ
リ
テ
ィ
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、安
心
し
て
利
用
で

き
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
技
術
基
盤
を
確

立
し
、社
会
へ
の
普
及
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、

２
０
１
１
年
４
月
、学
内
で
関
係
す
る
分
野
の
研

究
を
進
め
て
い
る
研
究
者
を
結
集
し
研
究
開
発

を
行
っ
て
い
く
拠
点
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
牽
引
す

る
の
が
Ｉ
Ｔ
Ｓ（
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
ズ
）、知
的
交
通
シ
ス
テ
ム
あ

る
い
は
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。そ
の
分
野
に
お
い
て
、私
た
ち
が

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の
は
、パ
ー
ソ
ナ
ル
モ

ビ
リ
テ
ィ
の
た
め
の
高
信
頼
性
セ
ン
シ
ン
グ
情
報

処
理
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
で
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同 志 社 の 研 究 は 今

障害物の形や動きを認識し、それを避ける
ロボカーの走行実験が進んでいる

す
。例
え
ば
、富
士
重
工
業
の

「
ア
イ
サ
イ
ト
」や
グ
ー
グ
ル

の
自
動
運
転
で
は
、車
両
ご
と

に
独
自
で
前
方
や
周
り
の
車

両
や
障
害
物
を
検
知
し
、危

険
と
認
識
す
れ
ば
自
動
的
に

ブ
レ
ー
キ
や
ス
テ
ア
リ
ン
グ

の
操
作
で
衝
突
を
回
避
す
る

シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い

ま
す
。一
方
、私
た
ち
は
そ
う

い
っ
た
カ
メ
ラ
や
レ
ー
ザ
ー

レ
ー
ダ
ー
、ミ
リ
波
レ
ー
ダ
ー

に
よ
っ
て
自
動
車
が
検
知
し

た
情
報
を
複
数
の
車
両
間
で
交
換
・
共
有
し
、自
分

で
は
見
え
な
い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、自
動
車
の
安
全
な
走
行
を
よ
り
高
度
に
確
保

し
よ
う
と
研
究
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
研
究
体
制
は
、大
き
く

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。１
つ
は

パ
ー
ソ
ナ
ル
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
安
全
・
快
適
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
基
盤
の
構
築
を
図
る「
セ
ン
シ
ン
グ
・

制
御
」。自
車
や
周
辺
の
セ
ン
サ
を
連
携
さ
せ
て
状

況
を
広
範
囲
・
高
精
度
に「
認
知
」し
て
、そ
の
潜
在

的
危
険
度
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で「
判
断
」し
、そ
の

結
果
に
し
た
が
っ
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
適
切
に「
操

作
」す
る
。こ
の
一
連
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
安
全
走
行
を
可
能
に
し
よ
う
と
い
う
も

の
で
す
。安
全
・
快
適
な
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現

す
る
に
は
、各
車
両
の
セ
ン
サ
デ
ー
タ
、物
体
検
出

デ
ー
タ
、走
行
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
た
め
の
セ
ン

サ
情
報
通
信
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。こ
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
の
が
、２
つ

目
の「
情
報
・
通
信
」の
グ
ル
ー
プ
で
す
。さ
ら
に
こ

れ
ら
の
研
究
の
成
果
を
社
会
学
の
一
つ
の
観
点
で

あ
る
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
ア
プ
ロ
ー
チ（
社
会

や
集
団
の
行
動
様
式
を
調
査
し
、本
質
的
な
要
因

を
定
性
的
に
探
り
出
す
手
法
）を
用
い
て
、Ｉ
Ｔ
Ｓ

の
新
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
構
築
し
、「
社

会
普
及
・
標
準
化
」を
目
指
す
の
が
３

つ
目
の
グ
ル
ー
プ
。私
た
ち
の
セ
ン

タ
ー
で
は
新
技
術
を
実
用
化
し
社
会

に
普
及
さ
せ
る
ま
で
を
検
討
し
て
い

ま
す
。経
済
学
的
観
点
か
ら
新
技
術

が
普
及
し
た
際
の
経
済
効
果
を
予
測

し
、普
及
の
た
め
の
政
策
を
考
え
る

こ
と
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
役
割
で
す
。

研
究
メ
ン
バ
ー
の
顔
ぶ
れ
は
、理
工

学
部
、生
命
医
科
学
部
、文
化
情
報
学

部
、政
策
学
部
、さ
ら
に
経
済
学
部
の

研
究
者
を
含
め
て
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。新
技
術
の
社
会
普
及
の
こ

と
ま
で
を
考
え
れ
ば
、社
会
学
的
、経

済
学
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
き
わ
め
て
重

要
と
な
り
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
は
今
年
４
月
、名
古
屋
大
学
組
込

み
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、複
数
の

車
両
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ
を
統
合
し
て
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
構
成（
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
）を
研
究
開

発
す
る
た
め
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。こ
こ
に
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
を
は
じ
め
と
す

る
自
動
車
関
連
メ
ー
カ
ー
や
通
信
、Ｉ
Ｔ
分
野
の

企
業
の
ほ
か
、国
土
交
通
省
、経
済
産
業
省
の
部
局

も
加
わ
り
、将
来
の
産
業
界
で
実
際
に
利
用
で
き

る
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
Ｓ
協
調
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。現
在
は
ま
だ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
模
型
レ
ベ
ル
の

実
験
を
行
っ
て
い
る
段
階
で
す
が
、３
年
後
に
は

マ
イ
ク
ロ
Ｅ
Ｖ
な
ど
に
実
装
し
て
市
街
地
で
の
実

車
実
験
を
行
う
予
定
で
す
。ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦

で
は
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の

研
究
実
験
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、現
実
的
に
そ

の
よ
う
な
効
率
的
都
市
を
日
本
で
新
た
に
建
設
す

る
の
は
困
難
。既
存
の
町
、特
に
私
た
ち
は
人
と
車

が
渾
然
一
体
と
な
っ
た
京
都
市
内
で
実
験
す
る
こ

と
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
成
と
デ
ー
タ
を
や

り
取
り
す
る
仕
組
み
、す
な
わ
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
の
国
際
標
準
化
を
実
現
す
る

こ
と
も
目
標
の
一
つ
で
す
。国
際
的
に
標
準
化
さ

れ
た
規
格
が
な
け
れ
ば
、利
用
者
を
世
界
的
に
広

げ
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。特
に
日
本

は
技
術
的
に
は
進
ん
で
い
る
の
に
、標
準
化
戦
略

が
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
標
準
化
の
動
き
が
活
発
で
す

が
、日
本
の
技
術
を
積
極
的
に
世
界
に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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2
0
1
3
年
4
月
採
用
の
就
職
活
動
に
お
い

て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、倫
理
憲
章
の
改
正
で
す
。

2
0
1
1
年
3
月
17
日
に
日
本
経
済
団
体
連
合
会

（
日
本
経
団
連
）は
、2
0
1
3
年
卒
向
け
か
ら
企
業

の
採
用
広
報
活
動
を
12
月
か
ら
と
2
カ
月
間
後
ろ

倒
し
に
し
ま
し
た
が
、採
用
選
考
活
動
は
4
月
か
ら

と
従
来
通
り
と
さ
れ
ま
し
た
。リ
ク
ナ
ビ
、マ
イ
ナ

ビ
、日
経
デ
ィ
ス
コ
な
ど
の
情
報
サ
イ
ト
も「
求
人

情
報
の
公
開
・
エ
ン
ト
リ
ー
機
能
に
つ
い
て
は
、12

月
以
降
と
す
る
」、「
採
用
を
目
的
と
し
た
就
職
イ
ベ

ン
ト
は
、12
月
1
日
以
降
に
行
う
」と
短
期
決
戦
に

な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、2
0
1
2
年
の
7
月
17
日

に
日
本
経
団
連
か
ら
倫
理
憲
章
を
見
直
さ
な
い
と

発
表
が
あ
り
、2
0
1
4
年
4
月
採
用
の
学
生
は
昨

年
と
同
じ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
12
月
か
ら
企
業
の
広

報
活
動
開
始
、4
月
か
ら
選
考
開
始
と
な
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、10
月
2
日
か
ら
4
日
に

実
施
し
た
第
1
回
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
皮
切
り
に
多
く

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
、講
座
を
段
階
的
に
開

催
し
、12
月
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
就
職
活
動
に

向
け
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
8
年
秋
に
起
き
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以

降
、経
済
環
境
の
回
復
も
な
か
な
か
進
ま
ず
、昨
今

の
円
高
に
よ
る
輸
出
産
業
の
不
振
等
に
よ
る
経
済

環
境
の
悪
化
を
受
け
て
、企
業
の
採
用
に
対
す
る

姿
勢
は
慎
重
で
あ
り
、採
用
人
数
を
抑
制
す
る
傾

向
が
あ
る
一
方
で
、新
卒
に
対
す
る
強
い
採
用
意
欲

が
あ
り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
環
境
の
中
で
国

際
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
コ
ア
人
材
へ
の
投

資
を
怠
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
で
す
。採
用
は

抑
制
す
る
、し
か
し
、企
業
の
発
展
を
支
え
る
次
世

代
を
担
う
人
材
は
確
保
し
た
い
、こ
れ
ら
を
両
立
さ

せ
る
た
め
に
、企
業
の「
厳
選
採
用
」の
姿
勢
が
一
層

鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。企
業
は
単
に
数
合
わ
せ
で
採

用
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
コ
ア
に
な
る
人
材
が

ほ
し
い
」と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　
採
用
終
了
後
の
企
業
か
ら
は
、未
熟
な
学
生
が

目
立
っ
た
、業
界
や
企
業
の
理
解
が
浅
い
、学
生
の

二
極
化
が
鮮
明
に
な
っ
た
等
と
短
期
化
の
影
響
が

う
か
が
え
る
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。一
方

で
、2
0
1
2
年
3
月
に
卒
業
し
た
本
学
学
生
の
就

職
活
動
を
終
え
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
ま

す
と
、応
募
先
選
択
段
階
で
の
反
省
点
と
し
て
、「
知

名
度
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
」が
1
位
で「
業
種
に
こ

だ
わ
り
す
ぎ
た
」「
職
種
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
た
」と
続

い
て
い
ま
す
。面
接
・
試
験
段
階
で
の
反
省
点
と
し

て
は
、「
志
望
動
機
が
あ
い
ま
い
」「
自
己
分
析
が
不

十
分
」「
自
己
P
R
の
不
足
」「
S
P
I
、一
般
常
識
の

勉
強
不
足
」が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す（
左
頁
参
照
）。

　
一
人
で
複
数
の
内
々
定
を
得
る
学
生
と
最
終
面

接
に
至
る
も
の
の
内
々
定
を
得
ら
れ
ず
、長
期
化

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
学
生
の
二
極
化
傾
向
が
定
着

し
た
と
い
え
ま
す
。企
業
の
知
名
度
に
こ
だ
わ
っ
た

り
、特
定
の
業
種
に
偏
っ
た
就
職
活
動
を
行
っ
た
こ

と
に
起
因
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。最
終

的
な
消
費
者
の
目
に
ふ
れ
な
い
企
業
で
あ
っ
て
も

業
績
を
伸
ば
し
、発
展
し
て
い
る
企
業
は
数
多
く

あ
り
ま
す
。就
職
活
動
が
長
期
化
し
た
学
生
も
就

職
活
動
を
進
め
る
う
ち
に
自
分
に
合
っ
た
企
業
を

見
る
視
点
が
定
ま
り
、最
終
的
に
は
満
足
の
い
く
就

職
先
を
決
定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

目
先
の
企
業
選
び
で
は
な
く
、自
分
自
身
が
ど
の
よ

う
な
道
を
歩
み
た
い
の
か
、就
職
活
動
を
行
う
に
あ

た
っ
て
ま
ず
は
考
え
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、企
業
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。経
済
産
業
省
が
、職
場
や

地
域
社
会
の
中
で
多
様
な
人
々
と
と
も
に
仕
事
を

行
っ
て
い
く
上
で
必
要
な
基
礎
的
な
能
力
を「
社

会
人
基
礎
力
」と
し
て
提
唱
し
て
い
ま
す
。「
前
に

豊
か
な
人
生
の
た
め
に

　
　
充
実
し
た
学
生
生
活
を

P L A C E M E N T 2012
来
年
度
就
職
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

就
職
を
取
り
巻
く
状
況

企
業
の
求
め
る
人
材

今
年
度
就
職
活
動
を
し
た

　
　   

先
輩
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（「
2
0
1
2
年
度
　
就
職
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」か
ら
）

●
文
系
男
子 

◆
毎
日
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。や
っ

て
み
て
遅
い
こ
と
は
な
い
の
で
小
さ
な
事
で
も

積
み
重
ね
な
が
ら
前
へ
と
進
ん
で
い
っ
て
く
だ

さ
い
。ま
た
就
活
の
軸
は
で
き
る
だ
け
早
い
内
に

固
め
て
く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
志
望
動
機
が

書
き
や
す
く
な
り
ま
す
。自
己
分
析
よ
り
も
他

己
分
析
を
し
て
自
分
な
り
の
解
釈
を
加
え
て
お

く
と
面
接
の
際
の
説
得
力
が
強
く
な
り
ま
す
。

最
後
に
就
活
は
諦
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
不
採
用
の
通
知
が
来
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
諦
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。諦
め
た
ら
そ
こ
で
試
合
終
了
で
す
よ
!!

（
文
）◆
と
に
か
く
行
動
す
る
こ
と
。家
の
中
に
い

て
得
ら
れ
る
情
報
な
ん
て
知
れ
て
い
ま
す
。自

分
の
一
生
が
懸
か
っ
て
い
る
時
期
な
の
で
、自
分

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
本
気
で
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。（
経
済
）◆
何
を
信
じ
て
行
動
す
る
の
か
、

と
い
う
自
分
の
判
断
基
準
を
信
じ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。広
い
視
野
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
商
） 

●
文
系
女
子 

◆
就
活
は
大
変
な
時
期
も

あ
り
ま
す
が
、途
中
で
諦
め
ず
最
後
ま
で
や
り

抜
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。最
初
は
思
う

よ
う
に
い
か
な
く
て
も
、諦
め
ず
企
業
探
し
を

続
け
れ
ば
き
っ
と
自
分
に
あ
っ
た
企
業
に
出
会

え
る
と
思
い
ま
す
。就
活
の
重
要
な
こ
と
は
、内

定
が
決
ま
る
の
が
早
い
遅
い
で
は
な
く
、ど
れ
だ

け
自
分
に
あ
っ
た
会
社
に
出
会
え
、縁
を
手
繰

り
寄
せ
ら
れ
る
か
で
す
。就
活
は
努
力
だ
け
で

も
、縁
だ
け
で
も
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。努
力
と

ご
縁
の
両
方
が
必
要
で
す
。ほ
ど
ほ
ど
に
息
抜

き
も
必
要
で
す
の
で
、自
分
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
文
）◆
た
だ
単
に
こ
の
会

社
へ
入
り
た
い
と
思
う
だ
け
で
な
く
、な
ぜ
入
り

た
い
の
か
、こ
の
会
社
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
理

由
を
考
え
て
志
望
動
機
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

と
り
あ
え
ず
受
け
よ
う
と
い
う
考
え
は
、採
用

担
当
者
に
す
ぐ
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

ま
た
、嘘
は
い
け
ま
せ
ん
。（
文
化
情
報
）◆
就
職

活
動
は
辛
い
こ
と
が
多
い
で
す
。エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
で
理
不
尽
に
落
と
さ
れ
た
り
、自
信
た
っ
ぷ

り
の
面
接
で
落
と
さ
れ
た
り
…
。相
性
に
左
右

さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
と
思
う
の
で
、結
果
に
一

喜
一
憂
せ
ず
、切
り
替
え
る
精
神
力
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。最
終
的
に
信
じ
ら

れ
る
の
は
自
分
だ
け
な
の
で
、自
分
に
自
信
を

持
っ
て
、満
足
し
て
就
職
活
動
を
終
え
て
く
だ

さ
い
。応
援
し
て
い
ま
す
!（
社
会
）◆
学
生
時
代

頑
張
っ
た
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。似
て
い
る

よ
う
な
P
R
で
も
で
き
る
限
り
自
分
な
り
の
色

を
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。就
職
が
上
手
く
い

く
！
な
ど
と
い
う
本
も
あ
り
ま
す
が
、大
切
な

の
は
自
分
自
身
で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
） 

●
理
系 

◆
全

力
で
や
っ
て
も
落
ち
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、全

力
で
や
ら
な
い
と
落
ち
ま
す
。就
活
に
正
解
は

な
い
の
で
、自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
を
見
つ
け

る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。（
生
命
医
科
）◆

一
人
で
や
ら
な
い
こ
と
。他
人
と
自
分
を
比
べ
な

い
こ
と
。前
向
き
で
い
る
こ
と
。企
業
研
究
は
徹

底
的
に
。（
理
工
）◆
就
職
活
動
は「
自
分
を
分
析

す
る
こ
と
」、「
相
手
を
分
析
す
る
こ
と
」、「
自
分

の
考
え
を
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
」の
３
つ
さ

え
で
き
れ
ば
満
足
の
い
く
も
の
に
な
る
と
私
は

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

も
不
採
用
に
な
っ
た
場
合
は
、努
力
が
足
り
な

い
か
相
手
と
の
相
性
が
合
っ
て
い
な
い
か
の
ど

ち
ら
か
で
す
。そ
の
と
き
は
身
の
丈
に
合
っ
て
い

な
い
、入
社
し
て
も
不
幸
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
と

前
向
き
に
捉
え
、努
力
を
続
け
ま
し
ょ
う
。（
工

学
研
究
科
）

13



く
の
人
と
関
わ
る
こ
と
で「
人
間
力
」が
磨
き
あ
げ

ら
れ
ま
す
。様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が

卒
業
後
の
人
生
を
豊
か
に
す
る
と
と
も
に
、そ
の

よ
う
な
過
程
で
い
ろ
い
ろ
な
気
づ
き
を
し
て
成
長

し
た
学
生
に
企
業
は
魅
力
を
感
じ
、結
果
と
し
て
、

就
職
活
動
に
お
け
る
評
価
に
も
繋
が
り
ま
す
。漫

然
と
し
た
日
々
を
送
る
の
で
は
な
く
、常
に
何
か

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
人
基
礎
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
は
、何

事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。授

業
は
も
と
よ
り
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
あ
る
い
は
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
め
、自
分
の
興

味
・
関
心
の
あ
る
も
の
を
見
出
し
、そ
れ
に
真
剣
に

取
り
組
み
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と
、失
敗
や
挫
折

を
経
験
す
る
こ
と
が
一
回
り
も
二
回
り
も
自
ら
を

成
長
さ
せ
ま
す
。そ
し
て
そ
の
よ
う
な
行
動
を
と

る
中
で
、自
ず
と
社
会
に
向
け
る
目
も
広
が
り
、多

　
皆
さ
ん
が
就
職
す
る
目
的
は
、「
社
会
で
の
自

立
」、「
社
会
参
加
に
よ
る
貢
献
」、「
能
力
を
生
か
し

た
自
己
実
現
」と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、自
分
自
身
を
知
る
こ
と

（
自
己
理
解
）が
就
職
活
動
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
職

業
で
実
現
で
き
る
の
か
、自
分
の
力
が
ど
の
よ
う

に
職
場
で
発
揮
で
き
る
の
か
考
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
を
考
え
る
手
段
と
し
て
、O
B
・
O
G
訪
問
や

企
業
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
な
ど
で
幅
広
く
情
報
を

収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
し
て
業
界
・
企
業

研
究
を
経
て
、自
分
の
や
り
た
い
職
業
、働
き
た
い

企
業
を
見
出
し
、業
務
内
容
を
よ
く
調
べ
、「
自
分

は
こ
の
会
社
で
ど
の
よ
う
に
働
き
た
い
か
」を
話

せ
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

採
用
担
当
者
は
、面
接
な
ど
の
や
り
と
り
か
ら
、熱

意
、主
体
性
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、問
題
意

識
や
行
動
力
を
見
極
め
、「
一
緒
に
仕
事
を
し
た
い

人
物
か
ど
う
か
」を
判
断
す
る
か
ら
で
す
。皆
さ
ん

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
企
業
は
必
ず
発
見
で
き
る
は

ず
で
す
。自
分
を
信
じ
て
前
向
き
に
就
職
活
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

P L A C E M E N T

充
実
し
た
学
生
生
活
を

来
年
度
就
職
を
目
指
す
皆
さ
ん
へ

●
文
系
男
子 

◆
毎
日
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。や
っ

て
み
て
遅
い
こ
と
は
な
い
の
で
小
さ
な
事
で
も

積
み
重
ね
な
が
ら
前
へ
と
進
ん
で
い
っ
て
く
だ

さ
い
。ま
た
就
活
の
軸
は
で
き
る
だ
け
早
い
内
に

固
め
て
く
だ
さ
い
。そ
う
す
れ
ば
志
望
動
機
が

書
き
や
す
く
な
り
ま
す
。自
己
分
析
よ
り
も
他

己
分
析
を
し
て
自
分
な
り
の
解
釈
を
加
え
て
お

く
と
面
接
の
際
の
説
得
力
が
強
く
な
り
ま
す
。

最
後
に
就
活
は
諦
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
不
採
用
の
通
知
が
来
る
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
諦
め
な
い
で
く
だ

さ
い
。諦
め
た
ら
そ
こ
で
試
合
終
了
で
す
よ
!!

（
文
）◆
と
に
か
く
行
動
す
る
こ
と
。家
の
中
に
い

て
得
ら
れ
る
情
報
な
ん
て
知
れ
て
い
ま
す
。自

分
の
一
生
が
懸
か
っ
て
い
る
時
期
な
の
で
、自
分

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
本
気
で
取
り
組
み
ま
し

ょ
う
。（
経
済
）◆
何
を
信
じ
て
行
動
す
る
の
か
、

と
い
う
自
分
の
判
断
基
準
を
信
じ
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。広
い
視
野
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
商
） 

●
文
系
女
子 

◆
就
活
は
大
変
な
時
期
も

あ
り
ま
す
が
、途
中
で
諦
め
ず
最
後
ま
で
や
り

抜
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。最
初
は
思
う

よ
う
に
い
か
な
く
て
も
、諦
め
ず
企
業
探
し
を

続
け
れ
ば
き
っ
と
自
分
に
あ
っ
た
企
業
に
出
会

え
る
と
思
い
ま
す
。就
活
の
重
要
な
こ
と
は
、内

定
が
決
ま
る
の
が
早
い
遅
い
で
は
な
く
、ど
れ
だ

け
自
分
に
あ
っ
た
会
社
に
出
会
え
、縁
を
手
繰

り
寄
せ
ら
れ
る
か
で
す
。就
活
は
努
力
だ
け
で

も
、縁
だ
け
で
も
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。努
力
と

ご
縁
の
両
方
が
必
要
で
す
。ほ
ど
ほ
ど
に
息
抜

き
も
必
要
で
す
の
で
、自
分
の
ペ
ー
ス
を
大
切
に

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。（
文
）◆
た
だ
単
に
こ
の
会

社
へ
入
り
た
い
と
思
う
だ
け
で
な
く
、な
ぜ
入
り

た
い
の
か
、こ
の
会
社
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
理

由
を
考
え
て
志
望
動
機
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

と
り
あ
え
ず
受
け
よ
う
と
い
う
考
え
は
、採
用

担
当
者
に
す
ぐ
見
破
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

ま
た
、嘘
は
い
け
ま
せ
ん
。（
文
化
情
報
）◆
就
職

活
動
は
辛
い
こ
と
が
多
い
で
す
。エ
ン
ト
リ
ー
シ

ー
ト
で
理
不
尽
に
落
と
さ
れ
た
り
、自
信
た
っ
ぷ

り
の
面
接
で
落
と
さ
れ
た
り
…
。相
性
に
左
右

さ
れ
る
部
分
が
大
き
い
と
思
う
の
で
、結
果
に
一

喜
一
憂
せ
ず
、切
り
替
え
る
精
神
力
を
持
つ
こ
と

が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。最
終
的
に
信
じ
ら

れ
る
の
は
自
分
だ
け
な
の
で
、自
分
に
自
信
を

持
っ
て
、満
足
し
て
就
職
活
動
を
終
え
て
く
だ

さ
い
。応
援
し
て
い
ま
す
!（
社
会
）◆
学
生
時
代

頑
張
っ
た
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。似
て
い
る

よ
う
な
P
R
で
も
で
き
る
限
り
自
分
な
り
の
色

を
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。就
職
が
上
手
く
い

く
！
な
ど
と
い
う
本
も
あ
り
ま
す
が
、大
切
な

の
は
自
分
自
身
で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
） 

●
理
系 

◆
全

力
で
や
っ
て
も
落
ち
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、全

力
で
や
ら
な
い
と
落
ち
ま
す
。就
活
に
正
解
は

な
い
の
で
、自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
を
見
つ
け

る
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。（
生
命
医
科
）◆

一
人
で
や
ら
な
い
こ
と
。他
人
と
自
分
を
比
べ
な

い
こ
と
。前
向
き
で
い
る
こ
と
。企
業
研
究
は
徹

底
的
に
。（
理
工
）◆
就
職
活
動
は「
自
分
を
分
析

す
る
こ
と
」、「
相
手
を
分
析
す
る
こ
と
」、「
自
分

の
考
え
を
的
確
に
表
現
す
る
こ
と
」の
３
つ
さ

え
で
き
れ
ば
満
足
の
い
く
も
の
に
な
る
と
私
は

思
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

も
不
採
用
に
な
っ
た
場
合
は
、努
力
が
足
り
な

い
か
相
手
と
の
相
性
が
合
っ
て
い
な
い
か
の
ど

ち
ら
か
で
す
。そ
の
と
き
は
身
の
丈
に
合
っ
て
い

な
い
、入
社
し
て
も
不
幸
に
な
る
だ
け
だ
か
ら
と

前
向
き
に
捉
え
、努
力
を
続
け
ま
し
ょ
う
。（
工

学
研
究
科
）

面接・試験段階での反省点

文系男子
文系女子
理工系

（％）
志
望
動
機
が

あ
い
ま
い

自
己
分
析
が

不
十
分

自
己
P
R
の

不
足

S
P
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・

一
般
常
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の

勉
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不
足

基
礎
学
力
の
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足

特
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な
し

そ
の
他
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理工系
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業
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ぎ
た
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に

こ
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わ
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ぎ
た

勤
務
地
に
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だ
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ぎ
た

知
名
度
に

こ
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ぎ
た

給
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ど
の

労
働
条
件
に

こ
だ
わ
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ぎ
た
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の
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に
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た

特
に
な
し

そ
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他

0

10

20

30

40

60

50

踏
み
出
す
力（
ア
ク
シ
ョ
ン
）」、「
考
え
抜
く
力（
シ

ン
キ
ン
グ
）」、「
チ
ー
ム
で
働
く
力（
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
）」の
3
つ
の
基
礎
的
な
能
力
か
ら
構
成
さ
れ
る

と
定
義
付
け
、そ
の
3
つ
の
能
力
を
主
体
性
、働
き

か
け
力
、実
行
力
、課
題
発
見
力
、計
画
力
、創
造

力
、発
信
力
、傾
聴
力
、柔
軟
性
、情
況
把
握
力
、規

律
性
、ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
の
12
の
要
素
に

区
分
し
て
い
ま
す
。こ
の
12
の
要
素
の
う
ち
最
も

重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
要
素
と
し
て
、企
業
は「
主

体
性
」と「
実
行
力
」を
挙
げ
て
い
ま
す
。日
本
経
団

連
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ま
す
と
、企

業
が
選
考
時
に
重
視
す
る
能
力
の
1
位
は
9
年
連

続
で「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」で
し
た
。2
位

以
下
は「
主
体
性
」、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」、「
協
調

性
」と
続
い
て
い
ま
す
。企
業
が
新
卒
の
学
生
に
求

め
る
力
の
平
均
値
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
有
し
つ
つ
、自
ら
主
体
的
に
行
動
し
、実
行
す

る
力
」と
集
約
で
き
る
で
し
ょ
う
。グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
展
す
る
中
で
、語
学
力
を
評
価
す
る
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
が
、単
に
語
学
が
得
意
な
だ
け
で

は
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。社
会
人
基
礎
力
を
備
え
た

上
で
の
語
学
力
で
す
。
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キ ャ ン パ ス ニ ュ ー ス

大
河
ド
ラ
マ『
八
重
の
桜
』主
役

綾
瀬
は
る
か
さ
ん
が
来
学

第
5
回
世
界
学
生
環
境

サ
ミ
ッ
ト
i
n
ス
イ
ス

2
0
1
2
が
開
催

青
森
県
風
間
浦
村
で

国
際
交
流
事
業
を
開
催

　
9
月
8
日
、2
0
1
3

年
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の

桜
」で
主
人
公
・
新
島
八

重
を
演
じ
る
女
優
の
綾

瀬
は
る
か
さ
ん
、同
ド
ラ

マ
の
制
作
統
括
で
あ
る

内
藤
愼
介
さ
ん
が
同
志

社
を
訪
問
さ
れ
た
。

　
9
月
9
日
か
ら
の
撮

影
を
前
に
同
志
社
墓
地

を
訪
れ
、新
島
八
重
を
は
じ
め
新
島
襄
、山
本
覚

馬
ら
の
墓
を
墓
参
さ
れ
た
後
、新
島
旧
邸
の
見

学
を
さ
れ
た
。

　
大
河
ド
ラ
マ
の
放
映
ま
で
約
1
カ
月
と
な
り

関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、綾
瀬
は
る
か
さ

ん
演
じ
る
激

動
の
時
代
を

生
き
抜
い
た

新
島
八
重
が
、

日
本
に
元
気

を
与
え
て
く

れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

（
広
報
課
）

　
9
月
14
日
、特
別
企
画
展「
新
島
八
重
の
生
涯

と
戊
辰
戦
争
展
」が
福
島
県
二
本
松
市
の
二
本

松
歴
史
資
料
館
と
白
河
市
の
白
河
集
古
苑
の
2

事
前
に
準
備
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
い
な

が
ら
、母
国
の
文
化
、社
会
、教
育
、ま
た
来
日
し
て

驚
い
た
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。児
童
・
生
徒
た
ち

も
事
前
に
留
学
生
た
ち
の
出
身
国
に
つ
い
て
詳

し
く
学
習
し
て
お
り
、ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
活
発
な

質
疑
応
答
が
な
さ
れ
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
ま
た
児
童
・
生
徒
た
ち
か
ら
も
、自
分
た
ち
が

暮
ら
す
村
や
学
校
、日
本
文
化
の
紹
介
を
行
う
な

ど
積
極
的
な
異
文
化
交
流
が
行
わ
れ
た
。さ
ら
に

留
学
生
た
ち
は
、べ
こ
餅（
伝
統
的
な
和
菓
子
）作

り
、餅
つ
き
、書
道
、か
る
た
、福
笑
い
な
ど
の
日

本
の
伝
統
文
化
を
児
童
・
生
徒
た
ち
に
教
わ
り
な

が
ら
楽
し
ん
だ
。

　
村
内
で
は
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
も
経
験

し
、ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
心
温
ま

る
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
。今
回

の
訪
問
で
、留
学

生
た
ち
は
風
間
浦

村
の
方
々
の
温
か

さ
、子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
先
生
方
の
熱
い
想
い
、

児
童
・
生
徒
た
ち
の
ハ
キ
ハ
キ
し
た
発
表
、ま
っ
す

ぐ
な
優
し
さ
に
感
動
し
、い
つ
か
ぜ
ひ
再
訪
し
た

い
と
口
々
に
語
っ
て
い
た
。

　
風
間
浦
村
と
の
交
流
は
今
年
21
年
目
を
迎
え
、

10
月
13
日
に
は
交
流
20
周
年
記
念
式
典
が
風
間

浦
村
に
て
開
催
さ
れ
た
。今
後
ま
す
ま
す
風
間
浦

村
と
本
学
の
交
流
が
発
展
し
、さ
ら
な
る
強
い
絆

で
結
ば
れ
る
よ
う
、心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

（
国
際
教
育
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト
事
務
室
）

「
新
島
八
重
」に
関
す
る
企
画
展

に
同
志
社
も
協
力

会
場
で
開
幕
し
た
。両
会
場
あ
わ
せ
て
1
0
0

点
以
上
に
及
ぶ
資
料
を
同
志
社
が
提
供
し
た
。

開
幕
を
祝
い
、そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、二
本
松
会
場
で
は
同

志
社
大
学
の
西
村
卓
副
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
、

村
田
文
雄
副
知
事
ら
と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

に
参
加
。昨
年
編
成
さ
れ
た「
ふ
く
し
ま
八
重
隊
」

が
感
動
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
。

　
ま
た
、同
日
、幕
末
の
京
都
の
治
安
維
持
に
あ

た
っ
た
会
津
藩
主
松
平
容か

た
も
り保
の
京
都
守
護
職
就

任
1
5
0
年
と
、来
年
の
大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の

桜
」の
放
送
を
記
念
し
た
企
画
展「
守
護
職
拝
命

1
5
0
年
と
新
島
八
重
展
」が
福
島
県
会
津
若

松
市
の
鶴
ケ
城
天
守
閣
で
開
幕
。新
島
八
重
が

同
市
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、多
数
の
資
料

を
提
供
す
る
な
ど
し
て
同
志
社
も
全
面
的
に
協

力
し
た
。

　
企
画
展
は
11
月
4
日
ま
で
行
わ
れ
、期
間
中

は
大
勢
の
観
光
客
が
貴
重
な
資
料
を
通
し
て
八

重
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　（
広
報
課
）

　
9
月
4
日
～
7
日
に
、本
学
留
学
生
4
人（
韓

国
2
人
、モ
ン
ゴ
ル
1
人
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
1
人
）

が
青
森
県
風
間
浦
村
を
訪
問
し
た
。

　
風
間
浦
村
と
本
学
留
学
生
と
の
交
流
事
業
は

1
9
9
2
年
か
ら
始
ま
り
、歴
史
あ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。留
学
生
た
ち
は
、村
内
の
3
つ
の
小

学
校（
下
風
呂
小
学
校
・
易
国
間
小
学
校
・
蛇
浦
小

学
校
）と
1
つ
の
中
学
校（
風
間
浦
中
学
校
）で
、

　
本
学
が
先
導
し
て
毎
年
実
施
す
る「
世
界
学
生

環
境
サ
ミ
ッ
ト
」（W

SE
S

:T
he W

orld Student 

E
nv

iron
m

en
tal S

u
m

m
it

）が
9
月
5
日
か

ら
8
日
の
4
日
間
、ス
イ
ス
の

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
で
開
催
さ

れ
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
サ
ミ
ッ
ト
本
部
局
で
あ
る

本
学
の
代
表
と
し
て
八
田
英
二

学
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

　
世
界
の
様
々
な
国
の
大
学
生

が
環
境
問
題
に
つ
い
て
議
論
す

る
本
サ
ミ
ッ
ト
は
、本
学
の
学

生
団
体
で
あ
る「
同
志
社
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

メ
ン
バ
ー
が
考
案
し
、様
々
な
立
場
の
学
生
が
協

力
し
て
第
１
回
大
会
を
2
0
0
8
年
6
月
に
本

学
で
開
催
。そ
の
後
、第
2
回
は
カ
ナ
ダ
の
ビ
ク
ト

リ
ア
大
学
、第
3
回
は
ド
イ
ツ
の
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ

ン
大
学
、第
4
回
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ブ
レ
ー
キ

ン
ゲ
工
科
大
学
で
開
催
し
、第
5
回
の
今
年
は
31

カ
国
・
38
大
学
の
71
人
が
参
加
し
た（
本
学
か
ら

は
3
人
の
学
生
が
参
加
）。世
界
全
体
の
環
境
意
識

が
高
ま
る
中
、開
催
さ
れ
る
ご
と
に
規
模
が
拡
大

し
、参
加
校
や
参
加
者
が
毎
年
増
加
し
て
い
る
。

　
本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、環
境
に
関
わ
り
の
深
い
著

名
人
の
講
演
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
連
本
部
で
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
議
論
等
の
場
が

設
定
さ
れ
た
。「
世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」に
集

う
学
生
は
、国
の
利
害
や
様
々
な
社
会
の
し
が
ら

み
に
も
縛
ら
れ
な
い
自
由
な
立
場
と
地
球
の
未
来
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同
志
社
大
学
×
京
阪
電
車

連
携
イ
ベ
ン
ト「
サ
ー
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｎ 

三
条
」開
催

同
志
社
ハ
リ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2

「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
―
未
来
の

電
力
網
」

を
担
う
若
い
世
代
で
あ
る
と
い

う
有
利
な
立
場
に
あ
り
、こ
の
サ

ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
を
自
分
た
ち
の

学
生
時
代
に
与
え
ら
れ
た
幸
運

な
機
会
と
と
ら
え
て
、自
分
自
身

の
未
来
の
た
め
に
極
め
て
貴
重

な
経
験
と
な
っ
て
い
る
。議
論
は

連
日
夜
遅
く
ま
で
続
き
、互
い
に

熱
く
意
見
を
交
換
し
合
っ
た
。

　
近
年
、地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
規
模
の
環
境
破

壊
問
題
が
世
界
的
に
解
決
す
べ
き
課
題
と
な
っ

て
お
り
、本
学
に
お
い
て
も
教
職
員
、学
生
が
協

力
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
、

廃
棄
物
処
理
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。「
世
界
学
生
環
境
サ
ミ
ッ
ト
」及
び
本
学
が
本

部
局
で
あ
る「
世
界
学
生
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

（W
SE

N
:T

he W
orld Student E

nvironm
ental 

N
etw

ork

）の
取
り
組
み
は
、本
学
学
生
が
、世
界

を
意
識
し
な
が
ら
環
境
保
全
の
意
識
を
高
め
た
上

で
社
会
に
踏
み
出
す
意
味
で
も
極
め
て
重
要
で
あ

り
、今
後
も
推
進
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。来
年
は

ド
イ
ツ
の
ロ
イ
フ
ァ
ナ
大
学
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
決
定
し
て
い
る
。

（
環
境
保
全
・
実
験
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
）

題
で
あ
る
」と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
長
岡
直
人
理
工
学
部
教
授
に
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
に
対
す
る
本
学
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
紹
介
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、そ

の
技
術
的
課
題
お
よ
び
政
策
上
の
問
題
等
に
つ
い

て
解
説
い
た
だ
い
た
。

　
午
後
1
時
か
ら
5
時
間
以
上
に
わ
た
る
講
演

会
で
あ
っ
た
が
、各
講
演
者
と
も
興
味
深
い
最
新

の
話
題
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
、1
6
1
人

に
及
ぶ
参
加
者
は
最
後
ま
で
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。フ
ォ
ー
ラ
ム
に
対
す
る
参
加
者
の
評
価

も
好
評
で
あ
っ
た
。

（
同
志
社
ハ
リ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

委
員
長
　
雨
谷
　
昭
弘
）

　
9
月
22
日
、「
サ
ー
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 
I
N 

三
条
」を
京
阪
電
車
三
条
駅
に
て
開
催
し
た
。

　
本
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で
3
回
目
と
な
る
京
阪

電
車
と
の
連
携
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、昨
年
ま
で
は

「
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」、「
マ
ジ
ッ
ク
＆
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ

サ
ー
ク
ルH

ocus-P
ocus

」
の

2
団
体
の
み
の
参
加
だ
っ
た

が
、今
年
は「
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
」、

「
鉄
道
同
好
会
」、「M

eahula 

N
ohealani

」、お
よ
び
同
志
社

女
子
大
学
の「
フ
ラ
メ
ン
コ
部
」

の
4
団
体
も
加
わ
り
、内
容
も

多
彩
と
な
っ
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、桂
良
彦
学

　
9
月
21
日
、京
田
辺
校
地
恵
道
館
に
て「
同
志

社
ハ
リ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
2
」が
開
催
さ
れ
、

6
人
の
講
師
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　J.K
.P

ark

ソ
ウ
ル
大
学
教
授
に
は
、韓
国
政
府

生
支
援
機
構
事
務
部
長
の
挨
拶
、お
よ
び
西
薗
駅

長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、つ
い
で
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

男
声
合
唱
が
披
露
さ
れ
た
。今
年
は「D

oshisha 

C
ollege Song

」、「
若
草
萌
え
て
」と
い
っ
た
同

志
社
の
歌
だ
け
で
は
な
く
、

J-

P
O
P
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

を
曲
目
に
入
れ
、よ
り
親
し
み

や
す
い
合
唱
と
な
っ
た
。続
く

M
eahula N

ohealani

の
華
や
か

な
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
観
客
を
魅
了

し
、ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
の
フ
ラ
メ
ン

コ
ギ
タ
ー
の
音
色
と
フ
ラ
メ
ン

コ
部
の
ダ
ン
ス
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
、そ
の
迫
力
で
観
る

者
を
惹
き
つ
け
た
。会
場
南
側

に
設
置
し
た
鉄
道
同
好
会
の

ブ
ー
ス
で
は
、鉄
道
模
型
の
展
示
と
走
行
会
を
行

い
、車
掌
体
験
を
行
う
な
ど
、子
ど
も
か
ら
ご
年

配
の
方
ま
で
鉄
道
模
型
を
前
に
目
を
輝
か
せ
て

い
た
。最
後
に
登
場
し
たH

ocus-P
ocus

は
、お
手

玉
や
中
国
ゴ
マ
を
使
っ
た
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
や
、リ

ン
グ
、ト
ラ
ン
プ
を
使
っ
た
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
し
、

会
場
を
沸
か
せ
た
。　

当
日
は
、京
都
市
内
で
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、京
阪
三
条

駅
に
は
多
く
の
方
が
訪
れ
、会

場
へ
は
鉄
道
同
好
会
の
ブ
ー

ス
も
含
め
て
、延
べ
1,
0
0
0

人
を
超
え
る
観
客
が
訪
れ
、大

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

（
今
出
川
校
地
学
生
支
援
課
）

主
導
に
よ
る
済
州
島
で
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、政
府
制
作
の
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
ビ
デ
オ
も
含
め
説
明
い
た
だ
い
た
。2
0
0
9

年
5
月
か
ら
3
年
に
わ
た
る
第
1
期
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
総
括
と
し
て「
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
初
期
投

資
が
膨
大
に
な
る
た
め
、関
連
業
界
に
経
済
的
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
本
格
的

実
施
は
困
難
で
あ
る
」と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　
ピ
ュ
ー
ン
大
学（
イ
ン
ド
）のA

sha Shendge

氏
に
は
、イ
ン
ド
で
の
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
進

捗
状
況
を
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。ま
た
、ラ
ン
パ

ン
大
学（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）のD

iah P
erm

ata

氏
か

ら
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
。両
国
と
も
、ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の

運
用
以
前
に
電
力
の
確
保
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て

い
る
状
態
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
関
西
電
力
株
式
会
社
の
小
田
直
樹
氏
か
ら
は
、

ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
一
環
と
し
て
必
要
不
可
欠

な
環
境
調
和
や
、C
O

2

削
減
へ
の
電
力
会
社
と

し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
。

し
か
し
、風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
に
よ
る
電
力

は
そ
の
品
質
が
低
い
た
め
、低
品
質
の
電
力
が
電

力
会
社
の
高
品
質
な
電
力
系
統
に
接
続
さ
れ
る

こ
と
は
、頭
の
痛
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
日
新
電
機
株
式
会
社
の
竹
内
雅
靖
氏
は
ス

マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
に
お
い
て
、需
要
者
・
発
電
者

（
家
庭
等
）と
電
力
会
社
間
の
買
電
・
売
電
の
要
と

な
る
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
、メ
ー
カ
ー
の
立
場

か
ら
は「
新
商
品
と
し
て
の
期
待
も
大
き
い
が
、計

算
機
端
末
と
同
様
の
機
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

ハ
ッ
カ
ー
等
が
侵
入
し
、大
停
電
に
至
っ
た
時
の

責
任
の
所
在
を
含
め
、規
格
・
法
制
度
の
整
備
が
課
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今
年
度
の

司
法
試
験
結
果
に
つ
い
て

第
10
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
大
会
で
総
合
成
績
3
位
に
！

　
9
月
11
日
、本
年
5
月
に
実
施
さ
れ
た
司
法

試
験
の
合
格
者
が
法
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま

し
た
。本
研
究
科（
同
志
社
大
学
法
科
大
学
院
）

の
修
了
者
は
44
名
の
合
格（
昨
年
は
65
名
）で
あ

り
、法
科
大
学
院
別
合
格
者
数
で
は
全
国
第
12

位
で
し
た
。関
係
の
皆
さ
ま
方
に
は
日
頃
の
ご
支

援
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、今
後
と

も
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

（
司
法
研
究
科
）

■
平
成
24
年
度
　
司
法
試
験

　
　
　
　
　
　
　
法
科
大
学
院
別
合
格
者
数

ガ
バ
ナ
ン
ス
論
の
現
在

新
川
達
郎  

他 

著
　
勁
草
書
房
　
3,
0
0
0
円 

再
検
討
教
育
機
会
の
平
等

楊
奕  

他 

著
　
岩
波
書
店
　
3,
5
0
0
円

臨
床
医
学
入
門
　
第
2
版

市
川
寛  

北
條
達
也  

他 

著
　
講
談
社
　
2,
6
0
0
円

臨
床
栄
養
管
理
学
各
論
　 

第
2
版

市
川
寛  

他 

編
著
　
講
談
社
　
2,
6
0
0
円

原
発
廃
炉
に
向
け
て

室
田
武  

他 

著
　
日
本
評
論
社
　
1,
6
0
0
円

遺
留
分
　
第
2
版

神
谷
遊  

他 

著
　
日
本
評
論
社
　
5,
5
0
0
円

ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に 

臼
井
雅
美  

他 

著
　
世
界
思
想
社
　
2,
8
0
0
円

地
域
資
源
を
活
か
す
温
暖
化
対
策

新
川
達
郎  

他 

著
　
学
芸
出
版
社
　
2,
4
0
0
円	

誰
が「
地
球
経
済
」を
殺
す
の
か

浜
矩
子  

著
　
実
業
之
日
本
社
　
1,
4
0
0
円

藩
校
・
私
塾
の
思
想
と
教
育

沖
田
行
司  

著
　
日
本
武
道
館
　
2,
4
0
0
円

ド
イ
ツ
不
法
行
為
法

野
々
村
和
喜  

他 

訳
　
法
律
文
化
社
　
7,
8
0
0
円

社
会
調
査
デ
ー
タ
解
析

鄭
躍
軍  

金
明
哲  

著
　
共
立
出
版
　
3,
7
0
0
円

い
ま
、働
く
と
い
う
こ
と

橘
木
俊
詔  

著
　
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
　
2,
0
0
0
円

会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
21

－

雑
則（
3
）

 

罰
則

森
本
滋  

他 

編
　
商
事
法
務
　
4,
3
0
0
円

植
民
地
共
和
国
フ
ラ
ン
ス

菊
池
恵
介  

他 

訳
　
岩
波
書
店
　
3,
3
0
0
円	

中
世
の
学
芸
と
古
典
注
釈

岩
坪
健  

他 

著
　
竹
林
舎
　
1
5,
0
0
0
円

公
務
員
革
命

太
田
肇  

著
　
筑
摩
書
房
　
7
4
0
円

T
ra
n
s
la
tio
n

 in

 m
o
d
e
rn

 J
a
p
a
n

佐
伯
順
子  

他 

著
　R

outledge

　
4,
5
8
0
円	

格
差
と
多
様
性

尾
嶋
史
章  

他 

編
著  

浦
坂
純
子  

他 

著
　
東
京
大
学
出
版
会
　
4,
8
0
0
円

神
学
的
数
学
の
原
型

落
合
仁
司  

著
　
現
代
数
学
社
　
1,
8
0
0
円

化
学
工
学
便
覧
　
改
訂
7
版

土
屋
活
美  

近
藤
和
生  

他 

章
担
当
編  

近
藤
和
生  

松
本
道
明  

他 

著

 

丸
善
出
版
　
3
6,
0
0
0
円

順 

位
1 

位

中
央
大
学
　
　
2
0
2
人

   

大
学
名
　           

合
格
者
数

東
京
大
学
　
　
1
9
4
人

慶
應
義
塾
大
学
　
　 

1
8
6
人

早
稲
田
大
学
　
　 

1
5
5
人

京
都
大
学
　
　 

1
5
2
人

一
橋
大
学
　
　
77
人

同
志
社
大
学
　
　
44
人

大
阪
大
学
　
　
74
人

名
古
屋
大
学
　
　
44
人

神
戸
大
学
　
　
60
人

立
命
館
大
学
　
　
43
人

北
海
道
大
学
　
　 

54
人

首
都
大
学
東
京
　
　 
40
人

明
治
大
学
　
　 

82
人

九
州
大
学
　
　 

53
人

7 

位
12 

位
2 

位
8 

位
12 

位
3 

位
9 

位
14 

位
4 

位
10 

位
15 

位
5 

位
6 

位
11 
位

　
9
月
3
日
～
7
日
の
5
日
間
に
わ
た
っ
て
静

岡
県
の
エ
コ
パ（
小
笠
山
総
合
運
動
公
園
）で
行

わ
れ
た
第
10
回
全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大

会
に
、同
志
社
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

D
U
F
P（D

osh
ish

a U
n
iv

ersity
 F

orm
u
la 

P
roject

）が
出
場
。国
内
外
の
参
加
校
82
校
の
中

で
総
合
成
績
3
位
、私
立
大
学
中
で
1
位
の
成
績

を
収
め
た
。本
大
会
に
は
中
国
、タ
イ
な
ど
か
ら

の
参
加
も
あ
り
ア
ジ
ア
選
手
権
で
も
あ
っ
た
。

　
D
U
F
P
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目「
ひ
と
つ
く

り
、も
の
つ
く
り
」と
機
械
研
究
会
の
合
同
チ
ー

ム
だ
が
、メ
ン
バ
ー
は
1
～
3
年
生
の
み
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。全
日
本
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
大
会

に
は
第
１
回
大
会
か
ら
参
加
し
て
い
る
。今
年
こ

そ
は
1
桁
入
り
を
目
指
し
、メ
ン
バ
ー
が
力
を
合

わ
せ
て
日
々
奮
闘
し
た
。数
年
前
ま
で
は
、マ
シ

ン
ト
ラ
ブ
ル
が
続

出
、上
位
入
賞
は

無
理
か
と
思
わ

れ
た
が
、3
年
前

か
ら
マ
シ
ン
が
安

定
、完
走
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
今
年
、長

年
の
目
標
で
あ
っ

た「
全
国
総
合
1

桁
順
位
」と
い
う

目
標
を
大
き
く

超
え
、総
合
3
位

の
成
績
を
達
成

し
た
。来
年
度
は
今
年
度
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

行
い
、さ
ら
に
上
の
順
位
を
目
指
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
め
ら
れ
る
。

　
大
会
結
果
の
詳
細
は
以
下
の
通
り
。

・
総
合
　

3
位（
全
82
校
中
）

・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
26
位

・
コ
ス
ト
審
査
　

7
位

・
ス
キ
ッ
ド
パ
ッ
ド
　
10
位

・
プ
レ
ゼ
ン
審
査
　
22
位

・
オ
ー
ト
ク
ロ
ス
　

7
位

・
デ
ザ
イ
ン
審
査
　

9
位

・
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
　

4
位

・
燃
費
　
12
位

（
広
報
課
）

本
学
教
員
の
執
筆
図
書
の
紹
介

図
書
館
調
べ（
価
格
は
税
別
）
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本
学
の「
良
心
と
進
取
の
気
性
に
溢
れ
る
同

志
社
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
養
成
の
た
め
の
実
践

的
取
組（D

o
sh

ish
a
 E

d
u
c
a
tio

n
a
l P

ro
g
ra

m
 

F
ille

d
 w

ith
 C

o
n
sc

ie
n
c
e
 a

n
d
 E

n
te

rp
rise

 

fo
r G

lo
b
a
l C

o
m

p
e
te

n
c
e

）」が
、文
部
科
学
省

平
成
24
年
度「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事

業
」
タ
イ
プ
A（
全
学
推
進
型
）
に
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進
事
業
」は
、若

い
世
代
の「
内
向
き
志
向
」を
克
服
し
、国
際
的

な
産
業
競
争
力
の
向
上
や
国
と
国
の
絆
の
強
化

を
基
盤
と
し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
に
積
極

的
に
挑
戦
し
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図
る

べ
く
、大
学
教
育
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
目
的
と

し
た
体
制
整
備
を
推
進
す
る
事
業
に
対
し
て
重

点
的
に
財
政
支
援
す
る
文
部
科
学
省
の
事
業
で

す
。現
在
、留
学
生
の
受
入
を
主
目
的
と
す
る

「
大
学
の
国
際
化
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
推
進
事
業
」（G

lo
b
a
l

30
事
業
）を
推
進
し
て

お
り
、今
回
の
採
択
事
業
は
、Glo

b
a
l

30
事
業

に
よ
る
留
学
生
の
受
入
促
進
と
対
を
な
し
、留

学
を
中
心
と
し
た
本
学
学
生
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
促
進
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
を
機
に
、科
目
の

新
設
、来
年
4
月
開
設
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン

ズ
の
活
用
等
に
よ
り
、本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
さ
ら
に
加
速
・
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

【
概
要
】

本
構
想
は
、4
年
間
の
在
学
期

間
中
に
わ
た
る
学
生
1
人
ひ

と
り
の
全
人
格
的
な
成
長
と

陶
冶
、及
び
そ
れ
を
支
援
す
る

教
員
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
力

の
伸
長
を
促
す
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。こ
の
実
現
の
た

め
に
、有
機
的
に
連
携
し
た
2

つ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、「
留

学
型
」と「
国
内
型
」を
設
定
し

て
い
ま
す
。「
国
内
型
」は
国
内

に
い
な
が
ら
、グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
を
図
る
教
育
実
践

取
組
で
す
。

文
部
科
学
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

ext.go.jp/b_m
enu/

houdou/24/09/1326068.htm
 

（
国
際
連
携
推
進
機
構
）

文
部
科
学
省 

平
成
24
年
度「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

推
進
事
業
」タ
イ
プ
A（
全
学
推
進
型
）に
採
択

文
部
科
学
省 

平
成
24
年
度

「
博
士
課
程
教
育
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
採
択

　
文
部
科
学
省
の
平
成
24
年
度「
博
士
課
程
教
育
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の「
複
合
領
域
型（
多
文
化
共

生
社
会
）」に
本
学
の「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
名

「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ソ
ー
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

■
区
分:

複
合
領
域
型（
多
文
化
共
生
社
会
）

○
基
幹
研
究
科:

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科
、

　
理
工
学
研
究
科

　
連
携
研
究
科
・
専
攻:

神
学
研
究
科
神
学
専
攻
、文
学

　
研
究
科
哲
学
専
攻
、社
会
学
研
究
科
社
会
福
祉
学
専

　
攻
／
産
業
関
係
学
専
攻
、法
学
研
究
科
公
法
学
専
攻
、

　
経
済
学
研
究
科
経
済
政
策
専
攻
／
理
論
経
済
学
専

　
攻
／
応
用
経
済
学
専
攻
、商
学
研
究
科
商
学
専
攻
、総

　
合
政
策
科
学
研
究
科
総
合
政
策
科
学
専
攻

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー:

内
藤 

正
典（
グ

　
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
研
究
科 

グ
ロ
ー
バ
ル
・

　
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
専
攻
・
教
授
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
履
修
期
間:

博
士
前
期
・
後
期
課
程

　
を
一
貫
す
る
5
年
間

■
概
要

本
事
業
で
は
、多
文
化
共
生
の
た
め
に「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ソ
ー
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト:G

lo
b
a
l R

e
so

u
rc

e
 

M
a
n
a
g
e
m

e
n
t

」と
い
う
新
た
な
学
際
領
域
を
設
定

し
ま
す
。人
間
生
存
の
基
盤
で
あ
る「
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
工
学
、イ
ン
フ
ラ
科
学
」と「
地
球
規
模
の
現
代
的

課
題
群
」に
関
わ
る
人
文
・
社
会
科
学
を
融
合
し
た
学
位

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
ま
す
。リ
ソ
ー
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
本
質
は
、天
然
資
源
や
人
的
資
源
・
社
会
関
連
資
本

を
適
切
か
つ
公
正
に
管
理
・
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、共

通
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
を

持
続
可
能
な
発
展
と
人
々
の
平
和
と
安
寧
の
た
め
に
構

築
・
改
善
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。自
然
科
学
分
野

に
お
け
る
最
適
化
問
題
を
社
会
科
学
的
側
面
も
含
め
て

鳥
瞰
し
、国
家
資
源
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
が「
人
間
の
創
出

す
る
シ
ス
テ
ム
」で
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
学
生
を
本
事
業

で
支
援
し
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、こ
の
認
識
を
基
に
し
た
実
践
的

文
理
融
合
知
を
ベ
ー
ス
に
、現
在
の
困
難
を
解
決
し
、隘

路
に
陥
っ
て
も
な
お
打
開
策
を
見
い
だ
す
能
力
を
兼
ね

備
え
た
博
士
学
位
を
有
す
る
高
度
専
門
職
業
人
を
養

成
し
ま
す
。

■
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
色

【
良
心
教
育
の
継
承
】

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
養
成
し
よ
う
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

は
、い
わ
ゆ
る「
ト
ッ
プ
・
エ
リ
ー
ト
型
」リ
ー
ダ
ー
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。創
立
者
・
新
島
襄
の「
一
国
の
良
心

と
も
謂
ふ
べ
き
人
々
の
養
成
」と
い
う
理
念
を
現
代

の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
適
用
し
、宗
教
や
文
化
の
相

違
を
十
分
に
理
解
し
、配
慮
し
た
上
で
、世
界
の
中

で
も
新
興
国
や
最
困
難
国
・
地
域
に
お
い
て
、地
域
の

人
々
と
同
じ
目
線
で
、と
も
に
汗
を
か
い
て
問
題
の

解
決
に
あ
た
る
こ
と
の
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を

目
指
す
も
の
で
す
。

【
文
理
融
合
型
リ
ー
ダ
ー
】

上
記
の
よ
う
な
国
や
地
域
で
国
づ
く
り
、社
会
形
成
に

貢
献
し
よ
う
と
す
る
技
術
者
は
、単
に
科
学
技
術
の
諸

知
識
を
有
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
や

地
域
の
固
有
の
文
化
や
宗
教
、習
慣
や
生
活
様
式
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、い
わ
ゆ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
の
解
決
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る

社
会
事
業
家
は
、単
な
る
文
化
や
宗
教
理
解
に
と
ど
ま

ら
ず
、そ
れ
ら
の
地
域
の
社
会
改
善
・
改
良
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
の
基
礎
的
知
識
を
持
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、右
記
の
2
つ

の
基
幹
研
究
科
の
持
つ「
強
み
」を
結
合
し
て
、当
該
地

域
の
社
会
形
成
や
改
善
に
実
際
に
貢
献
で
き
る「
文
理

融
合
型
」の
人
材
育
成
を
目
指
し
、実
践
的
文
理
融
合

知
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
講
義
や
演
習
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

■
選
抜
試
験
・
応
募
資
格
　

上
記
に
記
載
し
て
い
る
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
幹
研
究

科
、ま
た
は
連
携
研
究
科
・
専
攻
の
博
士
前
期
課
程
に

在
籍
す
る
１
年
次
生（
2
年
次
生
は
要
相
談
）。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
先

高
等
研
究
教
育
機
構
高
等
研
究
教
育
課

担
当:

水
船
・
高
村

0
7
5-

2
5
1-

3
2
5
9

ji-k
tke
n
@
m
a
il.d
o
sh
ish
a
.a
c
.jp

（
高
等
研
究
教
育
課
）
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　今暮らしているこの国に初めて思いを馳せたのは、「セーラームー
ン」を観た11歳の時でした。こんなに楽しいアニメ番組をどんな国の
人々が作ったのか、もしかするとそこは、このように繊細な発想をす
る人々で溢れているのかと想像しながら…。研究分野には、子どもの
頃と高校の時に読んだ本が影響しています。その頃に読んだ小説が、
外の世界への興味を私に抱かせてくれました。未知の分野に取り組
むことは、一般的な仕事に就くよりも面白いだろうと感じたのです。
そして私は、自分が好きな分野で新しいものを発見しよう、そのため
に汗を流そうと、学者になることを決意しました。
　京都に来たのは偶然ですが、京都に住み始めて、以前トルコで読ん
だ川端康成の「古都（トルコ語訳では「京都」）」という小説を思い出し
ました。自分が今、本の世界と同じ世界にいることに気付き、何だか不
思議な気持ちです。日本の高い教育レベルと日本人の国民性の良さ
は、トルコにいる私の家族を安心させています。
　行きたいと思ったいくつかの大学の中から同志社大学を選んだ主
な理由は、私を立派な人間、かつ研究者に育ててくれるだろうと確信
できる先生に出会えたこと、さらには、学ぶのに必要となるであろう、

スルタン・ルレジオウル
2012.4～　生命医科学研究科医生命システム専攻に在学（トルコ出身）

普通ではなかなか利用できないような施設（機材）と文献があること
です。同志社大学で6カ月を過ごし、研究以外にも大学祭や部活など
の様々な社会生活にふれる機会もあり、真のキャンパスと呼ぶにふ
さわしい、雰囲気のある良い大学だと改めて思っています。また、話
すたびに学ぶ意欲をかき立ててくださる素晴しい先生たちと知り合
えたことも、私にとって特別なものとなりました。この先の人生を考
える時、もっとも難しい課題は、いかに正しく善悪の判断をつける人
間になれるかです。悪いことの中から正しく善いことを選び出すこと
は、自分自身だけでなく、周囲の人々をも救う唯一の方法だからです。
さらには、読み手側への贈り物となるような、上手な文章を書けるよ
うになることです。
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留 学 生 紹 介  

国際主義は同志社大学の教育理念のひとつ。現在、本学で学んでいる多くの留学生
たちが綴る、その志や同志社大学への思いから国際化・国際交流を考えるシリーズです。



1964年生まれ、神戸市出身。卒業後、
出版社勤務、新聞社での有料新聞記
事データベース構築、作家秘書など
を経て、1994年からテレビ番組リサー
チャーの活動を開始した。1998年、株
式会社ズノーでジーワン調査部を立
ち上げ、現在同社執行役員。情報バラ
エティからクイズ、ドキュメンタリー、
ドラマまで、テレビ番組の企画・制作
に必要なリサーチを行う。著書に『プ
ロフェッショナルの情報術 なぜ、ネッ
トだけではダメなのか？』がある。

今 回 の 同 志 社 人

喜多 あおいさん

【1987年文学部卒業】

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー

古
川 

航
平 

さ
ん

【
政
策
学
部
2
年
次
生
】

古
川
●
喜
多
さ
ん
の
職
業
で
あ
る
リ
サ
ー

チ
ャ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
な
の
で
す
か
。

喜
多
●
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
は
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の

依
頼
に
応
じ
て
企
画
・
制
作
に
必
要
な
情
報
を
集

め
た
り
、情
報
の
精
度
を
吟
味
し
た
り
す
る
の
が

仕
事
で
す
。私
が
手
が
け
て
い
る
の
は
、主
に
テ
レ

ビ
番
組
の
企
画
・
制
作
で
す
が
、ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て

関
わ
り
方
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

古
川
●
ど
う
し
て
そ
の
仕
事
に
就
こ
う
と
思
わ

れ
た
の
で
す
か
。

喜
多
●
そ
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
、ま
ず
私

が
な
ぜ
同
志
社
大
学
の
文
学
部
国
文
学
専
攻
に

入
っ
た
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
お
話
し
し
ま

す
。私
は
日
本
の
文
学
作
品
に
興
味
が
あ
り
、好

き
な
作
家
が
ど
う
い
う
過
程
を
経
て
そ
の
作
品

の
完
成
に
た
ど
り
着
い
た
の
か
、そ
れ
を
知
り
た

い
と
い
う
思
い
か
ら「
大
学
で
は
国
文
学
を
学

ぶ
」と
決
め
て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、好
き
な
作
品

の
舞
台
が
京
都
で
あ
っ
た
り
、作
家
自
身
も
京
都

に
縁
が
あ
る
方
だ
っ
た
り
し
た
の
で
、京
都
の
大

学
で
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
一
番
に
考
え
ま
し
た
。

古
川
●
国
文
学
を
学
ぶ
こ
と
か
ら
ど
う
し
て
リ

サ
ー
チ
の
仕
事
に
？

喜
多
●
国
文
学
専
攻
で
は
、1
・
2
年
次
生
で
国

文
学
を
学
ぶ
た
め
に
必
要
な ”
武
器“
を
備
え
る

た
め
の
基
礎
ゼ
ミ
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
身
に
つ

い
た
の
が
、調
べ
も
の
を
す
る
時
、何
を
調
べ
れ

ば
ど
う
い
う
情
報
が

得
ら
れ
る
か
と
い
う

文
献
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

方
法
で
し
た
。そ
の
武
器
を
も
と
に
、3
年

次
か
ら
卒
論
を
書
く
た
め
の
準
備
を
始
め
ま
す

が
、私
に
と
っ
て
一
番
楽
し
か
っ
た
の
が
、卒
論

を
書
く
た
め
の
膨
大
な
資
料
集
め
だ
っ
た
の
で

す
。調
べ
も
の
は
こ
ん
な
に
楽
し
い
の
か
、こ
れ

を
仕
事
に
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
と
、

そ
の
時
に
思
い
ま
し
た
。卒
業
後
は
出
版
社
か
ら

新
聞
社
、作
家
の
秘
書
と
転
職
を
繰
り
返
し
て

き
ま
し
た
が
、調
べ
も
の
を
仕
事
に
す
る
と
い
う

目
的
は
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

古
川
●
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
い
う
職
業
に
就
く
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
あ
る
の
で
す
か
。

喜
多
●
作
家
の
秘
書
を
や
め
て
職
場
を
模
索
し

て
い
る
時
、偶
然「
世
界
ふ
し
ぎ
発
見
」と
い
う
番

組
の
舞
台
裏
を
追
っ
た
新
聞
記
事
を
見
つ
け
た

の
で
す
。そ
こ
に
は
番
組
作
り
に
携
わ
る
ス
タ
ッ

フ
の
1
人
と
し
て
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
い
う
役
割

の
人
が
い
て
、番
組
の
中
で
紹
介
す
る
様
々
な
情

報
や
出
題
す
る
ク
イ
ズ
の
材
料
な
ど
を
集
め
る

同志社人
訪問

株
式
会
社
ズ
ノ
ー 

ジ
ー
ワ
ン
調
査
部 

チ
ー
フ
リ
サ
ー
チ
ャ
ー

喜
多 

あ
お
い
さ
ん
に
聞
く

20



仕
事
を
し
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。テ
レ

ビ
は
調
べ
も
の
の
対
象
に
な
る
エ
リ
ア
が
す
ご

く
広
い
。「
こ
れ
が
私
の
や
り
た
い
仕
事
だ
！
」と

思
い
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
毎
日
、新
聞
の
求
人
欄

を
見
て
、半
年
後
に
よ
う
や
く
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
を

募
集
し
て
い
る
会
社
に
巡
り
合
っ
た
の
で
す
。

古
川
●
調
べ
も
の
を
す
る
時
に
大
事
な
こ
と
は

何
で
す
か
。

喜
多
●
ま
ず
は
求
め
る
テ
ー
マ
そ
の
も
の
を
調

べ
た
く
な
り
ま
す
が
、そ
の
前
に
大
事
な
の
は
、

ま
つ
わ
る
情
報
を
網
羅
す
る
と
い
う
こ
と
。調
べ

る
と
い
う
ほ
ど
大
層
な
も
の
で
は
な
く
、眺
め
る

と
い
う
だ
け
で
も
い
い
。い
き
な
り
ピ
ン
ポ
イ
ン

ト
で
探
さ
な
い
こ
と
で
す
。ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
探

す
と
、そ
の
周
辺
に
あ
る
重
要
な
情
報
を
見
落
と

し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
す
。テ
レ
ビ
の
仕

事
で
言
う
と
、歴
史
番
組
、科
学
番
組
、ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
を
作
る
時
に
は
、縦
に
深
く
掘
り
下
げ

る
調
べ
方
を
し
ま
す
。し
か
し
掘
り
下
げ
る
時
で

も
、ま
ず
全
体
を
眺
め
て
、構
成
要
素
と
な
り
得

る
よ
う
な
も
の
を
見
渡
し
て
か
ら
深
め
る
の
が

基
本
で
す
。

古
川
●
リ
サ
ー
チ
は
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
定
義
は
あ
る
の
で
す
か
。

喜
多
●
そ
れ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
ね
。担
当
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん

新
し
い
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
の
か
、構
成
作
家
の
下
準
備
と
し
て
使
い
勝
手

が
い
い
も
の
だ
け
を
求
め
て
い
る
の
か
、そ
れ
に

よ
っ
て
作
成
す
る
レ
ジ
ュ
メ
の
体
裁
か
ら
掘
り

下
げ
方
ま
で
す
べ
て
が
変
わ
り
ま
す
。そ
れ
は
、

就
職
活
動
で
書
く
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
同
じ

だ
と
思
い
ま
す
。エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
は
い
わ
ば
、

自
分
自
身
を
調
べ
た
レ
ポ
ー
ト
。自
分
レ
ポ
ー
ト

を
書
い
て
、あ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
出
す
情
報
、

こ
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
出
す
情
報
と
分
け
て
み

る
と
、エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
提
出
先
の
企
業
に

合
っ
た
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
川
●
課
題
の
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
時
に
も
役
立

ち
そ
う
で
す
ね
。

喜
多
●
レ
ポ
ー
ト
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る

た
め
に
は
、ポ
イ
ン
ト
が
2
つ
あ
り
ま
す
。1
つ

は
キ
ャ
ッ
チ
を
見
直
す
こ
と
、も
う
1
つ
は
順
番

を
入
れ
替
え
て
み
る
こ
と
。最
初
に
何
が
書
か

れ
て
い
る
か
で
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま

す
か
ら
、求
め
ら
れ
て
い
る
答
え
を
前
に
置
く
の

か
、そ
れ
と
も
自
分
が
見
つ
け
た
一
番
面
白
い
こ

と
を
前
に
持
っ
て
い
く
の
か
、提
出
す
る
先
生
を

思
い
浮
か
べ
な
が
ら
並
べ
替
え
を
す
る
と
う
ま

く
い
き
ま
す
よ
。

古
川
●
情
報
の
集
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

喜
多
●
あ
ら
ゆ
る
情

報
ツ
ー
ル
は
使
わ
れ

る
の
で
は
な
く
使
い

こ
な
さ
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。使
え
る
情

報
か
ど
う
か
は
、
出

典
が
明
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
判
断
基
準

に
な
り
ま
す
。そ
れ
か

ら
、文
章
が
5
Ｗ
1
Ｈ

の
構
成
に
な
っ
て
い

る
か
ど
う
か
も
、情
報

の
正
確
さ
を
計
る
に

は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
す
。も
う
1
つ
、調

べ
も
の
を
す
る
時
は
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
図
を
作
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。縦
横
の
軸
に
情
報
を

並
べ
る
こ
と
で
整
理
し
て
い
く
手
法
で
す
が
、縦

軸
と
横
軸
を
何
に
す
る
か
、そ
れ
を
決
め
た
時

点
で
、あ
る
程
度
の
方
向
性
が
見
え
て
き
ま
す
。

そ
し
て
、集
め
た
情
報
が
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
ど
の

辺
り
に
分
布
す
る
か
を
考
え
て
い
く
と
、視
覚

的
に
関
連
性
が
分
か
る
の
で
、理
解
が
容
易
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

古
川
●
喜
多
さ
ん
に
と
っ
て
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
い

う
仕
事
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

喜
多
●
私
は
白
黒
は
っ
き
り
さ
せ
る
の
が
好
き

な
性
格
で
す
。こ
の
仕
事
は
、す
ぐ
に
結
果
が
出

る
こ
と
が
魅
力
で
す
。会
議
の
中
で
山
ほ
ど
あ

る
提
案
の
中
か
ら
、「
あ
な
た
の
情
報
で
行
き
ま

し
ょ
う
」と
い
う
こ
と
が
、そ
の
場
で
決
ま
る
。決

定
が
早
い
と
何
が
い
い
か
と
い
う
と
、す
ぐ
に
切

り
替
え
て
次
の
仕
事

に
方
向
転
換
で
き
る
の

で
す
。も
し
採
用
さ
れ

な
く
て
も
、そ
う
し
た

1
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
が

ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
と

な
っ
て
積
み
重
な
っ
て

い
き
ま
す
。私
た
ち
の

仕
事
は
作
る
人
の
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

イ
ッ
チ
を
押
す
と
い
う

こ
と
で
す
か
ら
、自
分

が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
考

え
を
変
え
る
の
で
は
な

く
、相
手
に
変
え
た
い

気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
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喜多あおいさんに聞く株式会社ズノー
ジーワン調査部 チーフリサーチャー

古川 航平さん　
政策学部2年次生

環境問題について学びたいと政策学部へ
の入学を決めた。友人に誘われて広告研
究会に入会、現在はマーケティングに関
する活動を主体に行っている。将来は、発
想力を発揮して政策立案を行い、企業に
プレゼンテーションしていく仕事に携わ
りたいという。

I N T E R V I E W E R

自分のしたいことを仕事にする。自分もそうありたい。
　自分自身、どちらかといえばクリエイティブ派で、情報を集めるのは得意ではありませ

ん。調べ方や情報へのアプローチの仕方がわからなかったので、マトリックスを使うこと

など、大変参考になりました。喜多さんは大学時代に「調査」という自分の一番したいこ

とを発見して、社会に出ても自分が本来したかったことをそのまま仕事にされています。

興味のあることを仕事に生かせている人は輝いていて、自分もそうありたいと思いまし

た。レポートをブラッシュアップするコツなど、喜多さんの話のすべてが新鮮かつ役に立

つことばかりで、本当に得難い経験だったと感謝しています。

う
こ
と
が
大
事
で
す
。実
際

に
変
わ
っ
て
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。

古
川
●
学
生
時
代
の
こ
と
に

戻
り
ま
す
が
、こ
れ
を
や
っ
て

お
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

喜
多
●
こ
の
仕
事
を
し
て
い

て
よ
か
っ
た
の
は
、学
生
時
代

に
学
ん
だ
こ
と
が
直
結
し
て

仕
事
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

で
す
。ク
イ
ズ
番
組
を
た
く

さ
ん
担
当
し
て
い
る
の
で
、

教
科
書
か
ら
出
題
す
る
こ
と

は
多
い
し
、勉
強
し
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
生
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
、情
報
を
収
集
す
る

基
本
に
な
っ
て
い
る
、原
典
を
押
さ
え
る
こ
と
、

複
数
の
ソ
ー
ス
か
ら
情
報
を
得
る

こ
と
な
ど
の
決
ま
り
ご
と
は
、す

べ
て
国
文
学
専
攻
の
基
礎
ゼ
ミ
で

習
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
す
。

古
川
●
逆
に
、こ
れ
を
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

喜
多
●
私
は
授
業
が
あ
る
時
も
な

い
時
も
１
講
時
か
ら
学
校
へ
行
っ

て
、終
日
京
都
で
過
ご
す
ほ
ど
京

都
が
好
き
で
し
た
。
そ
の
時
に
、

も
っ
と
美
術
館
や
博
物
館
へ
行
っ

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。一
度
で
も
本
物
を
見
た
こ
と
が

あ
る
と
い
う
経
験
は
自
分
の
大
き

な
引
き
出
し
に
な
り
ま
す
し
、展

覧
会
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
情
報
の
宝
庫
な
の
で

す
。知
識
に
も
な
る
し
、そ
の
世
界
の
専
門
家
も

そ
こ
か
ら
探
せ
ま
す
。一
般
に
売
っ
て
い
な
い
し
、

み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、他

の
人
に
ち
ょ
っ
と
差
を
つ
け
た
情
報
を
得
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

古
川
●
最
後
に
僕
た
ち
学
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
け
ま
す
か
。

喜
多
●
今
の
若
い
人
た
ち
に
言
い
た
い
の
は
、”
予

測
変
換
依
存
症“
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。携
帯
電
話
に
も
パ
ソ
コ
ン

に
も
機
能
が
つ
い
て
い
ま
す
が
、脳
の
回
路
の
働

き
を
最
も
妨
げ
て
い
る
の
は
予
測
変
換
で
す
。そ

れ
に
頼
っ
て
い
る
間
に
ど
ん
ど
ん
も
の
を
考
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
れ
か
ら
、ツ
イ
ッ

タ
ー
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
時
な
ど
で
も
そ
う
で
す

が
、必
ず
対
極
の
考
え
方
の
人
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

こ
と
。例
え
ば
、あ
る
事
柄
に
賛
成
の
人
を
フ
ォ

ロ
ー
し
た
ら
、反
対
の
人
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る
、と

い
っ
た
よ
う
な
こ
と
で
す
。偏
っ
た
ソ
ー
ス
か
ら

だ
け
情
報
を
得
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
、気
づ
か

な
い
う
ち
に
自
分
の
考
え
方
も
偏
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
が
す
べ
て
の
世
界
だ
と
思
い
込
ん
で
し
ま

い
ま
す
。大
学
生
活
で
言
え
ば
、登
録
し
て
い
る

授
業
に
は
出
席
し
て
、課
題
も
真
面
目
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。私
も
在
学
中
は
思
い
も
し
な

か
っ
た
け
れ
ど
、大
人
に
な
る
と
絶
対
に
も
う
一

度
勉
強
し
た
く
な
り
ま
す
。課
題
を
こ
な
す
た

め
の
過
程
や
そ
の
中
で
得
た
情
報
の
引
き
出
し

は
必
ず
次
の
何
か
に
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、大
切

に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

古
川
●
本
日
は
貴
重
な
お
話
を
伺
え
て
、大
変

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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大
学
時
代
に
進
路
を
考
え
た
時
、「
自
分
が
携

わ
っ
た
も
の
を
世
の
中
に
か
た
ち
と
し
て
残
し
た

い
」と
い
う
思
い
を
一
番
強
く
抱
い
た
こ
と
が
、鹿
島

建
設
に
就
職
す
る
き
っ
か
け
で
し
た
。父
親
が
設
計

士
だ
っ
た
影
響
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
法
学
部
出
身
の
た
め
、父
の
よ
う
に
設
計
の

仕
事
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、建
設

会
社
に
は
現
場
事
務
と
い
う
も
の
づ
く
り
の
前
線

に
立
て
る
仕
事
が
あ
り
ま
す
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現

場
へ
赴
い
て
事
務
所
を
開
設
す
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、決
ま
っ
た
工
期
と
予
算
で
完
成
す
る
よ
う
に
調

整
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、お
客
さ
ま
や
実
際
に
工

事
を
行
う
職
人
さ
ん
に
至
る
ま
で
、現
場
に
関
係
す

る
す
べ
て
の
人
々
が
気
持
ち
よ
く
生
活
や
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に
多
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。営

業
や
経
理
、人
事
と
い
っ
た
仕
事
は
ど
ん
な
会
社
に

行
っ
て
も
あ
り
ま
す
が
、現
場
事
務
の
仕
事
は
建
設

業
界
に
し
か
な
い
も
の
で
す
。建
設
工
事
は
建
設
現

場
周
辺
に
及
ぼ
す
影
響
も
大
き
い
た
め
、近
隣
住
民

の
方
々
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
こ
と
も
必
要

で
す
。現
場
で
起
こ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
対

応
し
、無
事
に
建
物
が
完
成
し
て
お
客
さ
ま
に
引
き

渡
す
こ
と
が
で
き
た
時
は
、何
物
に
も
代
え
難
い
喜

び
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
鹿
島
建
設
に
入
社
し
て
3
年
目
、埼
玉
の
支
店
に

配
属
さ
れ
た
時
の
こ
と
で
す
。既
存
の
線
路
を
ま
た

ぐ
道
路
を
新
設
す
る
た
め
、線
路
を
高
架
化
す
る
工

事
を
当
社
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私
が

現
場
事
務
担
当
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
で
す
が
、工

事
用
の
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
が
強
風
で
飛
ん
で
し
ま
い

電
車
の
走
行
を
妨
げ
て
し
ま
う
な
ど
、予
測
不
可
能

な
こ
と
が
次
々
に
発
生
し
ま
し
た
。そ
れ
で
も「
自

分
の
現
場
だ
」と
い
う
大
き
な
責
任
感
を
持
っ
て
奮

闘
し
、幾
つ
も
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
何
と
か
乗
り
越

え
て
高
架
橋
が
完
成
。お
客
さ
ま
で
あ
る
鉄
道
会
社

の
方
々
も
現
場
に
来
ら
れ
て
、緊
張
感
に
包
ま
れ
る

中
、高
架
橋
の
上
を
始
発
電
車
が
無
事
に
走
っ
た
時

の
感
動
は
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
2
0
0
6
年
5
月
に
関
西
支
店
へ
異
動
に
な
り
、

現
在
は
支
店
で
の
現
業
部
門
の
決
算
対
応
、税
務
対

応
、社
内
監
査
対
応
な
ど
の
審
査
業
務
に
就
い
て
い

ま
す
が
、現
場
と
は
密
接
に
つ
な
が
り
、ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
現
場
事
務
に
近
い
仕
事
で
す
。法
務
や
人
事

な
ど
の
業
務
も
担
当
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、や

は
り
現
場
へ
赴
き
様
々
な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、も

の
づ
く
り
を
実
感
で
き
る
現
場
事
務
の
仕
事
に
最

も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
ね
。

　
大
学
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、体
育
会
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
に
所
属
し
、4
年
間
は
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
一
色

の
生
活
で
し
た
。残
念
な
が
ら
大
学
日
本
一
に
は
な

木田 琢仁さん【2000年 法学部法律学科卒業】
鹿島建設株式会社　関西支店 経理部 審査グループ 課長代理
中・高と続けてきたソフトテニスを大学でも継続。体育会ソフトテニス部では副キャプテン
としてチームをサポートした。鹿島建設入社後は、名古屋支店で法務や現場事務に携わり、
ときに人事も担当した。現在は審査業務で経理面での監査などを行っている。「大きな現場
は会社としても損益的な重要度が高い。そういう現場に派遣され、『木田に任せておけば間
違いない』と言われるような人間になりたい。そしていつか、街のランドマークになるような
建物の建設に携わり、自分の子どもたちに『パパの会社がつくったんだよ』と自慢するのが
夢」と話す。現在リクルーターも務めており、「学生時代に何かを一生懸命やったという人
は、話をしていてすぐにわかる。運動でもサークル活動でも、自分の考えをしっかり持って何
かに取り組んでほしい」と学生へアドバイスを送る。

このシリーズは、毎号様々な分野で活躍する卒業生を訪ね、仕事に何を求め、仕事を通して何を考えてきたかを取材しています。

級友の方々にとっては良き近況報告、学生の皆さんには将来のキャリア・プランと学生生活の現実を考える機会になれば幸いです。

大
学
で
得
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
経
験
を

礎
に
、”
自
分
の
仕
事“
を
か
た
ち
と
し
て

世
の
中
に
残
す
。

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、チ
ー
ム
と
し
て
頂

点
を
目
指
し
て
頑
張
っ
た
こ
と
は
今
で

も
良
い
思
い
出
で
あ
り
、当
時
の
仲
間

は
、私
に
と
っ
て
一
生
の
宝
物
で
す
。建

設
現
場
の
仕
事
も
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
た
め
に
集
ま
っ
た
チ
ー
ム
で
取
り
組

む
も
の
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
悪
け
れ
ば
、

決
し
て
良
い
仕
事
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。大
学
時
代
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
経

験
し
た
チ
ー
ム
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

の
難
し
さ
、逆
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
か

ら
こ
そ
得
ら
れ
る
喜
び
を
知
っ
て
い
る

こ
と
は
、今
の
仕
事
に
も
大
き
な
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
様
々
な
経
験

を
積
み
重
ね
、”
自
分
の
仕
事“
を
か
た
ち

と
し
て
世
の
中
に
残
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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と
第56回

M Y  J O B , M Y  L I F E

　
日
産
自
動
車
に
入
社
し
て
9
年
目
で
す
が
、大
学
で

噴
霧
の
研
究
を
し
て
い
た
の
で
、卒
業
後
は
イ
ン
ジ
ェ

ク
タ
ー（
燃
料
を
霧
状
に
噴
射
す
る
ノ
ズ
ル
）と
い
う

部
品
を
開
発
し
て
い
る
外
資
系
企
業
に
就
職
し
ま
し

た
。入
社
1
年
目
の
2
月
、自
分
が
開
発
に
関
わ
っ
た

イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
携
え
て
ド
イ
ツ
の
本
社
に
長
期

出
張
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
時
に
聞

い
た「
い
く
ら
よ
く
で
き
た
部
品
で
も
、そ
れ
が
う
ま

く
機
能
す
る
よ
う
に
全
体
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

き
て
い
な
け
れ
ば
、部
品
の
よ
さ
は
生
か
さ
れ
な
い
」と

い
う
現
地
社
員
の
言
葉
が
耳
に
残
り
ま
し
た
。

　
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
の
場
合
、マ
イ
ク
ロ
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
が
、エ
ン
ジ
ン
の
運
転
条
件
に
応
じ
て
燃

料
噴
射
量
や
点
火
タ
イ
ミ
ン
グ
を
制
御
し
て
い
ま
す
。

燃
費
や
出
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に

制
御
す
る
の
が
最
適
か
を
考
慮
し
、制
御
値
を
決
定

す
る
こ
と
を「
適
合
」と
呼
び
、こ
れ
は
広
い
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
落
ち
た
ビ
ー
玉
1
個
を
見
つ
け
出
す
よ
う
な
気

の
遠
く
な
る
作
業
な
の
で
す
。適
合
の
魅
力
を
料
理
に

例
え
る
と
、素
材（
部
品
の
特
性
）を
活
か
し
、リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
に
カ
ロ
リ
ー（
燃
費
）と
味（
パ
ワ
ー
）と
を
両
立

さ
せ
、お
客
さ
ま
に
喜
び
を
提
供
で
き
る
こ
と
で
す
。

　
ド
イ
ツ
で
初
め
て
そ
う
し
た
業
務
の
あ
る
こ
と
を

知
り
、ぜ
ひ
適
合
を
仕
事
に
し
た
い
と
思
い
転
職
活
動

を
始
め
ま
し
た
。ち
ょ
う
ど
日
産
自
動
車
で
技
術
職
の

募
集
を
し
て
お
り
、面
接
時
に「
適
合
の
部
署
に
配
属

さ
れ
な
い
な
ら
採
用
し
な
い
で
ほ
し
い
」と
素
直
な
気

持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。外
資
系
企
業
で
働
い
た
２
年

間
で
、社
会
人
と
し
て
必
要
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た

と
い
う
自
信
が
あ
り
、や
り
た
い
仕
事
に
就
く
た
め
の

就
職
活
動
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
言
葉
で
す
。

　
入
社
後
は
希
望
し
て
い
た
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
性
能

適
合
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
、最
初
の
3
年
間
は
北
米

で
販
売
し
て
い
る「
ア
ル
テ
ィ
マ
」と「
ア
ル
テ
ィ
マ
・
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
」を
担
当
。そ
の
後
、現
在
ま
で
の
５
年
間

は
よ
り
効
率
的
な
実
験
手
法
や
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。私
が
所
属
す
る
適
合
グ
ル
ー
プ
で

は
目
に
見
え
る
も
の
を
製
作
す
る
の
で
は
な
く
、個
々
の

部
品
を
組
み
合
わ
せ
た
時
に
最
適
な
状
態
に
す
る「
性

能
設
計
」を
担
当
し
て
い
ま
す
。つ
く
り
出
し
て
い
る
の

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
の
数
字
な
の
で
成
果
は
モ
ノ

と
い
う
形
に
な
っ
て
現
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

お
客
さ
ま
の
喜
び
と
直
結
し
て
い
ま
す
。自
分
の
手
が

け
た
ク
ル
マ
に
乗
っ
た
お
客
さ
ま
に「
燃
費
が
い
い
」と

褒
め
ら
れ
る
こ
と
が
、何
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は
2
つ
あ
り

ま
す
。1
つ
は
間
違
っ
た
ら
や
り
直
す
と
い
う
選
択
肢

を
持
つ
こ
と
。こ
れ
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
決
め
る

真
剣
さ
も
大
事
で
す
が
、と
こ
と
ん
や
っ
て
そ
れ
で
も

間
違
っ
て
い
る
と
思
っ
た
時
に
は
、勇
気
を
持
っ
て
や

り
直
す
方
向
を
選
ぶ
こ
と
が
、

人
生
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
も

う
1
つ
は
、別
の
方
向
を

選
択
す
る
時
は
理

由
を
持
つ
べ
き
だ

と
い
う
こ
と
。理

由
が
な
け
れ
ば
、

な
ぜ
間
違
っ
た

の
か
、な
ぜ
や
り

直
す
の
か
が
わ

か
り
ま
せ
ん
。明

確
な
理
由
を
持

つ
こ
と
が
、新
し

い
道
へ
進
ん
で
い

く
上
で
の
自
信

に
も
な
る
と
思

う
の
で
す
。

こ
れ
を
や
り
た
い
と
い
う
明
確
な

理
由
を
持
っ
て
転
職
。

自
信
を
持
つ
こ
と
が
道
を
開
い
た
。

 河口 しげ子さん  【2002年 工学部機械システム工学科卒業】

日産自動車株式会社　パワートレイン開発本部 パワートレイン実験部 ガソリンエンジン性能適合グループ
大学時代は3年次までテニスに熱中し、4年次に上がる前に休学してアメリカへ。シアトルの語学学校に通っていた時「英語を教える職
業に就くのならここで勉強するのもいいけれど、あなたにはほかにやりたいことがあるんでしょう。英語は手段の1つにすぎないのよ」と
いうホストファミリーのお母さんの言葉でもう一度自分を見つめ直し、技術者への道を選択した。現在の仕事は非常にハードであると
いう。その中で「ハードな職場でも自分が望み、努力すれば活躍できる。必要なのは“明確な意思” “ 諦めない心” “ やる気”です」と語る。
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各詳細は、学内掲示板や HP などでご確認ください。

同志社大学今出川校地学生支援課では、より多くの方に、寒梅館のイベン

トをきっかけとして本学および本学学生の活動に関心を持っていただく

ために、私たちとともに催しを盛り上げていただける方を募集しておりま

す。お申し込みは、今出川校地学生支援課窓口にて、随時受付中です。

【対象】 一般・他学生（本学学生・教職員は対象外とさせていただきます）　

【会費】 無料

【特典】 寒梅館イベント情報の郵送（希望者のみ）、案内メール配信、映画招

待券やコンサート入場券のプレゼント（抽選）・入場料割引、学生団体によ

る公演・お芝居等へのご招待、寒梅館レストランでの割引　etc.　

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課  TEL：075-251-3270

Hardience（ハーディー友の会）メンバー募集中！

クリスマスはキリストの誕生を記念し、すべての人々が愛と信頼によって

結ばれる未来を待ち望む祝祭です。キリストの希望を象徴するキャンド

ルの光のもと、ともにクリスマスの礼拝を捧げましょう。皆さんのご来場

をお待ちしています。なお、礼拝では手話通訳が行われます。

【日時】 12月8日（土）

　　　 開場 16:00 ／開始 16:30 （終了予定18:00）　入場無料

【会場】 京田辺校地　同志社新島記念講堂（女子大学構内）

【お問い合わせ先】 京田辺校地キリスト教文化センター

　　　　　　　　TEL：0774-65-7370

第23回 同志社京田辺 クリスマス燭火讃美礼拝

●今出川火曜チャペル・アワー（17:30 ～） 
　クラーク・チャペル
　アドベント讃美礼拝12月4日、11日
　クリスマス礼拝12月18日

●今出川水曜チャペル・アワー（10:45 ～） 
　クラーク・チャペル
　アドベント讃美礼拝12月5日、12日
　クリスマス礼拝12月19日

●京田辺水曜チャペル・アワー（10:45 ～）

　キリスト教文化センター集会室
　アドベント讃美礼拝12月5日、12日
　クリスマス礼拝12月19日　

●京田辺金曜ランチタイム・チャペル・アワー（12:40 ～）

　キリスト教文化センター講座室
　アドベント讃美礼拝11月30日、12月7日、14日
　クリスマス礼拝12月21日

【お問い合わせ先】
今出川校地キリスト教文化センター　TEL:075-251-3320
京田辺校地キリスト教文化センター　TEL:0774-65-7370

アドベント讃美礼拝・クリスマス礼拝

キャンドルの光のもと、皆さんで一つになって、イエス・キリストの誕生を

お祝いしましょう。

【日時】 12月22日（土）　開場17:30 ／開式18:00　入場無料

【会場】 今出川校地　同志社栄光館ファウラーチャペル

　　　（女子大学・女子中高構内）

【主催】 同志社クリスマスキャンドルライトサービス実行委員会

【後援】 同志社中高・女子中高・国際中高・香里中高宗教部

　　　 同志社大学キリスト教文化センター・同志社女子大学宗教部

【お問い合わせ先】 同志社女子大学宗教部　TEL：075-251-4141

同志社 クリスマスキャンドルライトサービス

キャンパスツアーは、研修を受けた在学生が受験生や一般の方とともに

キャンパスを巡りながら、同志社の魅力を伝える仕事です。今出川校地内

の重要文化財建築物や、同志社の建学の精神を紹介する中で、在学生の皆

さんにとっても母校同志社の新たな発見につながるはずです。今出川・京

田辺の学生を問わず、積極的にご参加ください。

【時給】 880円

【お問い合わせ先】 同志社エンタープライズ　TEL：075-251-3043

今出川校地 キャンパスツアーガイド募集

国際センター留学生課では、夏休みを利用した短期プログラムで来日す

る留学生のホストファミリーを募集しています。海外からの留学生をサ

ポートし、家族の一員として受け入れていただける方で興味をお持ちの

方はお問い合わせください。

【受入学生】2013年度夏に京田辺キャンパスで実施するホームステイプ

ログラムに参加する米国・メリーランド大学の留学生

【受入期間】2013年6月5日（水）～12日（水）の8日間（予定）

【条件・環境】・京田辺キャンパスまでの通学が片道１時間以内　・4畳半以

上の個室1部屋の提供（和室・洋室は不問）　・寝具、勉強机、冷房の提供

・インターネットが利用できること　・朝・夕2食の提供　・全期間を通し

て受入可能な方

【謝礼】8日間で1万5千円

【その他】1ホストファミリー1学生のみの受け入れをお願いします。

【お問い合わせ先】国際センター留学生課　TEL：0774-65-7453　

E-mail:jt-ois@mail.doshisha.ac.jp

※詳細な資料をお送りいたします。

2013年度ホストファミリー募集

同志社ローム記念館では、IT、メディアテクノロジーを創造的に活用し21世紀
の文化創造を担う人材の育成を目指し、プロジェクト活動を展開しています。

2013年度同志社ローム記念館プロジェクト募集

現在、2013年度に実施するプロジェクトを募集しています。採択されると、
プロジェクトルームが利用できる、必要経費が付与されるなど、1年間の活動
に対するサポートがあり、プロジェクトによる学びの環境を得ることができ
ます。あなたが興味を持っているアイデアやテーマについて、仲間と一緒に取
り組んでみませんか？刺激的な1年を過ごしましょう！
詳しい募集要領やプロジェクトに関する情報は、ローム記念館Webサイト

（http://rohm.drm.doshisha.ac.jp/）をご覧ください。
【2013年度プロジェクト活動期間】
2013年4月8日（月）～2014年3月14日（金）（予定）

【エントリー締切】 2013年1月18日（金）17:00
【お問い合わせ先】 ローム記念館事務室（京田辺校地総務課）
　　　　　　　　TEL：0774-65-7800
　　　　　　　　E-mail：jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp

【空手道部】

全日本空手道選手権大会

●12月8日（土） 9:00 ～　会場：東京武道館

●12月9日（日） 9:00 ～　会場：日本武道館
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　京都コンサートホールプレイガイド　  TEL：075-711-3090
　同志社大学生協京田辺旅行カウンター　 TEL：0774-65-8376
　同志社大学生協今出川プレイガイド　  TEL：075-251-4433
　全同志社メサイア演奏会HP販売　http://alldoshishamessiah.net/

【主催】 全同志社メサイア演奏会実行委員会
【後援】学校法人同志社
【お問い合わせ先】 全同志社メサイア演奏会実行委員会
 TEL：080-3864-2412（田嶋）
 E-mail：doshisha.messiahconcert2012@softbank.ne.jp

【会場】 京田辺校地ハローホール　 【料金】 無料
●12月5日（水）　    ジャグリング・マジック　みっきゅん　12：30 ～
●12月19日（水）   映画上映『メン・イン・ブラック3』
　　　　　　　　（2012年／日本語字幕版／105分）
　　　　　　　　12：30 ～／14：45 ～

【お問い合わせ先】 京田辺校地学生支援課　TEL：0774-65-7413

♭ふらっとプログラム

【寒梅館ハーディーホール】
●12月8日（土）　  同志社コール・フリューゲル 第46回定期演奏会

●12月25日（火）　ピアノ研究会 第14回定期演奏会

【明徳館前】
●12月5日（水） 　 学生保健部会 献血

【京田辺 ラーネッド記念図書館裏】
●12月6日（木） 　 学生保健部会 献血

【京田辺校地ハローホール】
●12月17日（月）　ピアノ研究会 多目的ホール定期演奏会

【学外】
●12月9日（日）　学生混声合唱団C.C.D. 第60回記念定期演奏会
高槻現代劇場大ホール
●12月15日（土）　應援團吹奏楽部 第43回定期演奏会
八幡市文化センター
●12月16日（日）　KOREA文化研究会
                         日本と朝鮮半島の(次代)を創る学生フォーラム2012
会場未定
●12月22日（土）・23日（日・祝）　書道部 連盟展
建仁寺 西来院 禅居庵

●12月23日（日・祝）　同志社混声合唱団こまくさ 第43回定期演奏会
京都外国語大学森田記念講堂

♪観に行こう聴きに行こう♪ 
　 ―学生団体12月～3月の活動予定―

18：00（17：30 〜）500円

15：00（14：30 〜）無料

10：00 ～17：00

10：00 ～

12：30（12：15 ～）無料

15：00（14：30 ～）800円

18:00（17：30 ～）無料

14：00 ～17：00（13：30 ～）500円

22日　10:00 ～17:00 無料

23日　10:00 ～16:00 無料

17：00（16：30 ～）1,000円

開催日時等は変更されることがあります。

【レスリング部】

2012年度西日本学生秋季リーグ戦 

●12月8日（土）・9日（日）（計量は7日） 9:30 ～

   対戦大学：立命館、福岡、桃山学院、（＋順位決定戦の大学）の四校

　会場：大阪府堺市金岡公園体育館

応援に行こう！～体育会試合日程

ビジネスプランコンテスト開催
「同志社大学 New Island Business Plan Contest」は、今年で9回目を
迎えるビジネスプランコンテストです。予選を勝ち抜いたチームが個性
豊かなビジネスプランを発表しますので、ぜひ聞きに来てください。

【日時】 1月12日（土）13:00 〜
【場所】 寒梅館ハーディーホール
【主催】 同志社ベンチャートレイン、リエゾンオフィス
【お問い合わせ先】 
同志社ベンチャートレイン   E-mail：doshisha.venture.train@gmail.com
リエゾンオフィス　　　  E-mail：jt-liais@mail.doshisha.ac.jp

「木曜日には何かがある！」を合言葉に、開講期間中の毎週木曜日、映画上
映を中心に多彩なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館ハーディーホール
【料金】 本学学生・教職員はすべて無料
●12月6日（木）　 映画上映 『わが母の記』（2012年／日本／118分）
　　　　　　　　［監督：原田眞人 出演：役所広司、樹木希林、宮崎あおい］
       　　　　　  10：30 ／13：30／16：00／18：30   　 一般有料
●12月13日（木）　サリナ・ジョーンズ ウィズ フレンズ クリスマスナイト2012

【お問い合わせ先】 エースプロモート　TEL：06-6341-1171

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※ 内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
※ 本年度の催しはこれにて終了となります。 

ＷＯＴ（ワット）＝“What’s On Thursdays!”

開講期間中の毎週火曜日、寒梅館のミニシアター・クローバーホールでは、
映画史に残る名作を中心に様々なイベントを開催します。

【会場】 寒梅館クローバーホール（地階）
【料金】 入場無料
●12月4日（火）     映画上映＊詳細未定
●12月11日（火）   映画上映＊詳細未定

【お問い合わせ先】 今出川校地学生支援課　TEL：075-251-3270
※ 内容は都合により変更となる場合があります。詳細はお問い合わせください。
※ 本年度の催しはこれにて終了となります。 

クローバーシアター

第48回全同志社メサイア演奏会
キリストの降誕・受難・復活を讃えるヘンデル作曲の大曲「メサイア」は、
キリスト教精神を徳育の基本に据えた本学の学風の中で長年にわたり、
学生、教職員、卒業生、また地域の人々に愛されてきました。ご来場の皆さ
まには素晴らしいクリスマスイブをお過ごしいただけますよう、一同心
を込めて演奏いたします。是非お誘い合わせの上ご来場ください。
指揮：飯守 泰次郎
合唱：同志社メサイアコアー、同志社大学女声合唱団フルール、
       メサイアシンガーズ、同志社グリークラブ
オーケストラ：同志社交響楽団

【日時】 12月24日(月・振) 開場17：00 ／開演18:00
　　　 ※B席のみ当日16:30より座席券交換

【会場】 京都コンサートホール大ホール
　　　（京都市営地下鉄烏丸線  北山駅下車  1番出口より南へ徒歩3分）

【料金】 S席[事前座席指定]2,000円／A席[事前座席指定]1,500円／
　　　 B席[当日座席指定]1,000円（※当日券の販売はございません。）

【販売】 チケットぴあ　TEL:0570-02-9999
　　　　　　　　　　http://t.pia.co.jp（Pコード:180-220）
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射
撃
競
技
を
始
め
た
の
は
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
で
す
。

進
学
し
た
高
校
に
射
撃
部
が
あ
り
、部
活
見
学
で
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
を
撃
た
せ
て
も
ら
っ
た
時
に
面
白
い
と
思
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
す
。射
撃
は
点
数
で
勝
負
す
る
競
技
な
の
で
、最

初
は
ス
コ
ア
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

次
第
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
と
い
う
明
確
な
目
標
が
で
き
、試

合
で
勝
ち
進
む
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
や
る
気
が
出
て
き
ま
し

た
。結
局
、最
後
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
競
技
の

個
人
8
位
入
賞
、団
体
で
は
5
位
と
い
う
結
果
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。そ
の
成
績
が
評
価
さ
れ
て
東
京
の
大
学

な
ど
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、選
ん
だ
の
は

同
志
社
大
学
。決
め
手
は
、そ
の
年
に
心
理
学
部
が
文
学
部
か

ら
独
立
し
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。射
撃
は
メ
ン
タ
ル

競
技
の
た
め
、心
理
学
が
役
立
つ
部
分
が
あ
り
ま
す
。大
学
で

は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
て
メ
ダ
ル
を
取
る
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
た
の
で
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
も
心
理
学
を

学
び
、メ
ン
タ
ル
面
の
強
化
を
目
指
そ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

実
際
に
、試
合
の
時
の
気
持
ち
の
切
り
替
え
方
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
心
理
を
活
か
せ
て
い
る
と
実

感
で
き
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

そ
の
証
拠
に
、大
学
に
入
学
し

て
か
ら
点
数
が
10
点
ほ
ど
伸

び
ま
し
た
。射
撃
で
は
1
、2

点
の
差
で
大
き
く
順
位
が
変

わ
る
の
で
、10
点
と
い
う
の
は

大
き
な
飛
躍
で
す
。1
年
次
の

終
わ
り
に
出
場
し
た
全
日
本

選
抜
大
会
で
は
、一
般
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
に
次
い
で
2
位
に
入
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
、長
い
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
ま
し
た
。そ
れ

ま
で
は
10
メ
ー
ト
ル
の
距
離
か
ら
的
を
撃
つ
エ
ア
ラ
イ
フ

ル
種
目
だ
け
に
出
場
し
て
い
た
の
で
す
が
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
に
は
伏
撃
、立
射
、膝
射
の
三
姿
勢
で
50
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
的
の
的
中
点
を
競
う
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
ラ
イ
フ
ル

（
Ｓ
Ｂ
）と
い
う
種
目
で
も
高
得
点
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。Ｓ
Ｂ
の
練
習
を
始
め
た
こ
と
で
エ
ア
ラ
イ
フ
ル

に
集
中
で
き
な
く
な
り
、心
理
的
に
混
乱
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。試
合
で
も
自
分
の
射
撃
が
で
き
ず
に
終
わ
る
こ
と

が
多
く
、「
自
分
に
と
っ
て
射
撃
と
は
何
な
の
か
」と
考
え

悩
む
日
々
が
1
年
間
続
き
ま
し
た
。脱
け
出
せ
た
の
は
、自

分
の
殻
に
閉
じ
こ
も
る
の
を
や
め
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表

選
手
や
他
大
学
の
選
手
た
ち
の
話
を
聞
く
よ
う
に
心
が

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。そ
れ
ま
で
の「
感
覚
の
射

撃
」か
ら
、他
の
選
手
の
良
い
面
を
取
り
入
れ
て
自
分
の
引

き
出
し
を
多
く
し「
理
論
的
に
考
え
る
射
撃
」に
変
え
て

い
き
ま
し
た
。ま
た
初
心
に
戻
っ
て
、集
中
力
の
高
め
方
な

ど
多
分
野
の
本
を
読
み
、自
分
の
幅
を
広
げ
る
努
力
も
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、昨
年
秋
の
関
西
学
生
選
手
権
で
自

己
新
記
録
を
出
し
て
個
人
優
勝
。そ
れ
か
ら
は
成
績
も
安

定
す
る
よ
う
に
な
り
、こ
の
9
月
、ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
た
世

界
大
学
射
撃
選
手
権
へ
の
出
場
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ち
ょ
う
ど
ス
ラ
ン

プ
の
時
期
に
重
な
っ
た
た
め
、出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
。次
の
目
標
は
当
然
4
年
後
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
。メ
ダ
ル
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

挑 戦 す る 人

世
界
大
学
射
撃
選
手
権
に
出
場
し
た

関
西
の
大
学
射
撃
界
第
一
人
者

～
心
理
学
を
活
か
し
、目
指
す
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
メ
ダ
ル
～

岩崎 貴文さん
【心理学部4年次生】




